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組 立 構 造 、 プ ロ ッ ク 構 語 、 大 量 生 産

住 宅 建 設 と 都 市 の 不 燃 化 は . 現 代 日 本 の 建 築 鼻 に 於 け る 最 大 問

題 の 一 つ で あ る . 住 宅 金 融 公 庫 の 開 設 と 建 築 基 準 法 の 制 定 は 、 と

の 問 題 解 決 へ の 政 策 的 努 力 と 云 う と と が で き ょ う .

一 方 ど の 問 題 の 技 術 的 解 決 策 と し て 、 最 近 大 き く ク ロ ー ズ ア ッ

プ さ れ て 来 た の が 、 組 立 縛 造 、 プ ロ ヅ ク 構 造 及 び 大 量 生 産 方 式 で

あミ5 . 特 h之官fi Ｒ 者は新らしい考案 が 相 ヲ たいで費表され、特許ｾ得

た も の も 少 〈 た い . し か も 従 来 の 多 く の 特 許 は 賓 施 さ れ ? に そ の

ま h 埋 れ て し ま う と と か 多 い の に 反 し て 、 今 度 の 場 合 は 次 々 と 管

施 さ れ て い る . 如 何 に と れ ら の 考 案 が 時 流 に 投 じ て い る か そ 示 す

もの と 云 え よ う .

本 月 現 に 紹 介 さ れ た 諸 援 の 考 案 は 夫 々 の 妙 味 を 有 す る 様 に 思 わ

れ る 。 然 し と れ ら の 考 案 を 真 に 褒 展 せ し め よ う と す る な ら ば 、 備

多 く の Eを さ れ た 問 題 の 解 決 そ 急 : が ね ば な ら な い .

建 さ れ た 問 題 は 何 か 。 そ れ は 例 え ば 施 工 の 拙 さ 、 熱 と 音 響 遮 断

の 悪 さ 、 及 び 意 匠 の 生 硬 な と と 等 で あ る 。 そ れ に つ け て も 考 え ら

れ る の は . 日 本 建 築 の 偉 統 と 欧 洲 建 築 の そ れ と の 相 違 で あ る . わ

れ わ れ は 木 遣 の 廃 史 し か 持 た な い . I ! l i t 洲 人 の 有 す る の は 石 遺 建 築

の 傍 統 で あ - 5
0 と の 材 料 の 相 違 か ら 建 築 そ の も の の 本 質 的 認 識 迄

が 遣 っ て 来 て い る . そ し て プ ロ ッ ク 遺.等 の 組 立 構 造 そ 行 お う と す

れ ば 、 ど う し て も 欧 洲 風 な 仕 方 を 身 に つ け ね ば な ら な い .

施 工 の 技 術 に し て も熱 や 者 響 の 遮 断 に し て も 科 書 詩 的 な も の は 、

そ れ で も 割 合 に 早 〈 合 理 的 に 解 決 さ れ る 可 能 性 が あ る . 然 し 感 魔

的 な もの は 苓 易 で は な い . 援 .寸l tc 設 計 者 と の 協 力 は 何 よ り も 先 や

必 要 で あ る 。 然 し 住 む 人 も 亦 そ の 感 売 を も た ね ば 借 着 の 如 き 有 様

と な る .

大 量 生 産 の 問 題 は 更 に 複 雑 で あ る 。 そ れ は ア メ リ カ E二 於 い で す

ら 悲 観 的 で あ る と 云 う 人 もる る . 然 し 此 月If に も 磁 さ れ た 問 題 は あ

り 、 或 は 立 場 の 相 違 も考 え ら れ る .

私 は 漸 〈 持 に つ い た ば か り の 此 の 種 の 構 造 や 方 式 を 批 基 盤 ? る 気

持 は 毛 頭 な い . そ の 盛 な 意 祭 そ 見 る に つ け て も 、 良 い と 思 う 事 ヵ:

割合にすらすら賓現 す る様になっ た 傾向を 喜 ぶと共じ、登展ｾ祈

る に 外 な ら な い の で あ る. ぐ白 石 博 三 〉
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フレコン

に就て

因 遺 卒 事

I  プレヨンの語寝

プν コンは都市不燃化の一助にせんがために、

第 l tとは従来の木造住代るべき耐火建築として、

第 2 には我園の祭候風土・や日本人の生活様式にも

なるぺ〈良〈遁した耐震・耐火建築として、餓筋

コンクリート構造の普及化を目的に. 東京工業* -

皐建築材料研究所に於いて助数授後藤ー縫製土そ

の他と協力して、筆者が昭和14年以来研究を稽捜

して来たものである.

ｾお「プ ν コン ｊ ＨｐｒｅｃｏｎＩ というｾは、 Ｔ 定

来「組立織筋コンクリ【ト構造J と俵稽し? とこの

新構造に昭和24年 3月以後命名したもので、 「錨

筋とコンクリートとそ材料とする工場生牽部品そ

節貼をピン接合とし、筋遣を用いてトラス式じ組

立てて得られる構造J CPrecast  Rei nf orced 

Concref e Tr dss Const ruct i on)  と定義すべ

きものの略稽に営る。

本構造の主な狙いは、衣の4鮎に置かれ‘ ている。

1、 耐火・耐震 ( 安全〉

2、 資材節約・耐久 ( 経済〉

3、 施 工 簡 易 ( 迅速〉

久 大 量 生 産 〈康贋〉

プ ν コンは織筋コンクリートの代用品といった

風の粗悪品でもなければ、餓筋コンクリートに取

って代ろうとするものでもない。 飽〈まで現場打

を補佐して鎮筋コンクリートの普及化を計ろうと

するために考案した新構法なのである。なおとの

8  

トヨタ自動車工業株式曾置土軍士宅 ( ユ夕方プレヨシ賦作第l C1t)

構造をいわゆる「プロック」のー慣と見る向きも

あるようであるが、累積式停車遣のプロックとは金

〈趣きを異にし、カ接的には「トラス J になって

いるので、特に「プ V コン」という名を附けた次

常民プロック遁では友いというととを特に断っ

て置き度い.

構造の栂要を説明すれ ば、とのプ ν コンは大休

にBきいて従来の木造建物の骨組をそのま L 錬筋コ

ンクリ- t - の既成品で置き換えた風のもので、木

造の組立要領に従っている。即ち桂・梁・壁脹・

床脹・階段等の一切の部品そ工場生産による銭筋

コンクリートとして大量に製作し、とれそヱ事現

場に運んで、木造建物を建てる場合と同じように

迅速に組立てようというのである。各部品の接合

部はボールト・鏡板の類によって結合し、または

そルタルそ充填して固定する。外部は遁嘗t r : 塗装

し、内部は天井. : i ' 吊れ壁を塗り、床右f 張り、好

みに感じて洋式にも、また和式にも自由に仕上ゆ

得るととは木造建物の場合と費 Pがない。第1- 6

間参照。( プ V : : : l ンの「研究の動機並に経過J 、

「構造計 醤J 等の詳細に就ては拙著「耐火建築J

資料枇版参照〉

E  プレコンの特畏

1、耐火性 第 1の狙いは「燃えな v、家」とい

う鮎であるが、耐火性に関しては、防火上必要な

厚さのコンクリートによって錨筋が被覆されてい
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第 7 間 耳草R 局 航 布 J凶 身 寮

るから、通常の火災に謝しては一般の餓筋コンク

リート構造に除けると同様に充分信額し得る. 万

一火磐大なる場合は、その部分め部品; a . 取替え得

るという特性がある。

2、耐震性 耐震性に就ては、既に研究着手

の営靭たる昭和15年から笈・物大の骨組に地震力に

相賞する如き水平繰返荷震を作用させて賞験的研

究を試みた結果、骨組の強度に於いて、剛度に於

いて、また特に瓢性に於て、強期以上の好成績を

示し4 耐後とからも充分に信頼し得ることが確か

められでいた。その後、昭和24年 1 月_ 5 月に建

設省建築研究所・日本建築撃舎耐震試験委員合及

ひ・東京工大回遜研究室の共同研究によって建設省

建築研究所内に於いて 2 階建プ ν コン賀大骨組に

就いて各種の振動試験並に静力試験が公開的に賓

施された結果、本事遣の耐震性( 水平震度約0.4に

耐えて、部品・骨組共に破鐘に至らすつは再び管

験的に確認されるに至った. 現在の殺計震度け o.

21になっている.

3、耐久性 主要部品の餓坊の被盟は2 c m以

上あるから、耐用年限は先ヂ50年以上、賞用上に

は永久的と考えて義支ええ主いであろう.

4，費材節約 各部品の断i商防危険でない範

圏に於て出来る限り小さく設計されておしま? と

胤 5旬、、

一

10 

第 8 聞 東 京 地 方 単 貰 局 泊 Jぷ

各部品の= ングザートは振動詰ヱ没じよって著し

く強度が高められている。その結果、所要資材は

セメント・鋼材・木片共に、従来の普通の織筋コ

ンクリート建築に比しては勿論、最近の終演的安

計による現場打に按ペでもなお著しく節約されて

ν、る。

5、施工迅速 地工は極めて容易で、工事期

間も著しく短縮されることは、本議浩 tて: よって既

に竣工した多数の賓例に徴しても明かである。特

に現場打の餓筋コンクリートのようにコンクリー

トの硬化を待つ必要がないので、組立てる傍から

仕上けが出来、従って全体の工事期聞が僅少で済

む。建設に営つては特殊のク v ーン附トラック・

ト ｖｾ ラー叉は移動式ク ｶ ーンの如き本構造に誼

した特殊の機械力; a . 騒使して、運搬並に組立の作

業能率を増進することが是非とも必要で、あるが、

この方商ぽ現在の所まだ考案者たる自分たちの希

う所まで進んで来てい友い。今後大いに研究; a . 要

する領域である。鍛造による部品の窓距離轍迭は

容易で- 、川崎・縮問閉そ始め多数の賓砲例によっ

て自信を深めている。逮捕の地に於ける未経殺の

業者でも組立は極めて容易である.

B、設計自由 本構造の各部品は万能型に製

第 9 脳 建設省公鈴員住宅( 東京目黒〉



作されているので、同じ部品の種々な組合せ方に

よって規格佳宅のみでなく、規格外の自由な間取

や形態・ 様式の建物を設計するととも比較的容易

である。 本構造の用途は、目下の我閣の最大会: 務

7とる住宅建築、. l ! P ち濁立住宅 ・共同住宅〈底舗併

用を含む〉・会合・枇宅・寮・寄宿舎等を始め、

庖舗・事務所・工場・事佼・病院・集合場・箪嘩

・倉庫・書庫その他に も及び、磨、用 の範圏が極め

て買いととは、既に本構造によって竣工し、叉は

近〈竣工を見ようとしている建築物の質例の多様

性によって示されている通りである。

本構造による建物の階数としては、目下の所で

は 3 階建以下が墜ましいが、部品の精度と強度が

更に向上すれば、 ー将来は 4 階建程度とすることも

敢て困難ではないと息る。 7 - 8階建等の高岩建

築の場合にも、上居の 2 - 3 階に木構造を感用す

れば、資材並に建築費そ節約し得るとと多大であ

ろう. ｾＱ と既存高居建築の屋上に軽量主主本構造そ

藤用して ＱＭＲ 階ｾ増築することも便利であろう

7、増築・解体 本構造の各部品の結合は簡

単主主ぶー J レト締であるから、将来の増築・改築は

勿論、移鱒の必要を生じた場合、解体・移博 も可

能である。この鮎は特t z : 1 a I 1 l 1整理や街路・織道・

軌道の改騒・横幅等に際して建築物移轄の必要そ

生じ? と場合に便利である。最近運撤省関係の建築

物じプ V コy の用途が見出されて来たのは、との

特性にも負B う所が多いと見られる。

8、居住性 プv コンの特性の一つは、錬筋

コンクリート版の 2 重壁が用いられているととで

ある 。とれは防火・ 防棒、・遮音等の見守からも有利

であるが、特に多寒〈、夏暑く、棒、度の著しく高

¥r 我喝の祭候に封 l て好都合なように工夫したも

のでるる。即ち 2 重壁は熱容量が/J 、であると共に

遮熱性が大であって、その熱貫流率は洋風木造の

大壁と略同等である。従って従来の餓筋コンクリ

ート建築に見られるようえ主熱貫流率や熱容量の大

きい ことにまく室内祭候上の依路、即ち夏は暑く

ｾｬｏ ｉｬｬ＠ 川崎市庶民住宅

4らは著しく冷いという苦情は解消される. 居住性

に闘するこれ等の鮪は、東京工大建築材料研究所

に於ける管験的研究と共に、既に竣工そ見? と紳奈

川際瞥共同住宅その他に於いて賞註されている。

9、信頼性 最近に除ける工場の整備並に工

員の熟練はセメントの品質向上と相侠って部品の

強度を増大せしめたと共に 、精度も愈々高 くなっ

て来た。部品の組立はぶ- ) レト 1 本略しても成 b

立たないように出来ているから、施工に蛍って誤

魔 iヒしゃ手抜きは一切出来ない。従ってまたプ ロ

ック類の場合 K 往々見るように 、現場施工の良否

によって建物の強度が著しく左右される慎がない

ι 信頼性に宮ひ精巧な高級建築であるともいえよう

10. 建築費 最後に最も重要な問題は建築費

である。プ V コンは掛筋コンクリート構造の普及

化が狙いで、債格の低廉お: るべきととがいわば

第1 僚件であるが、卒直にいって、現在の賓情は

まだ考案者たる我々の十分に満足する域まで遣し

てい泣い。建物の慣値から見て、木造とは到底同

日の談ではないが、都市不燃化と共じ住宅革命の

大理想、そ目標に描けて研究して来た我々としては

プ v =， ンそ木造と同値段とするととは或は困難で

あるとしても、精々木造の 2 - 3 留j 靖程度に抑え

て庚〈利用してほしいというのが念願である。現

在フ. v コン. : a ' 企業化している後記の 2 含枇に於い

てもとの線に沿ってあらゆる努力が持われてお

り、単僚も女第に下 bつ L あ れ 将 来 更 に 廉 債 で

供衿し得る可能性も見えて来た。工場じ鈴ける大

量生産が愈々軌道に乗 り、設計の改善、望退治機械

の改良、生産工程の能率化、運搬並に施工の機械

化が管現ずれば、我 k の稼ての念頭たる木造と大

発なき建築費による耐震・耐火・耐久建築の徹底

的普及も濯くはあるまいと考え、研究者の立場か

らも、との線陀沿って及ば十乍ら徴カ' i ' 傾けつ b

ある衣第である。

( 筆者・東京工大数授、建築材料研究所長、エ惇〕

第 11図 東 京 餓 逝 局 新 宿 電 力 i [
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石造、煉瓦遣の

再 検 討

棚 橋 諒

大阪電遜局京都中央電話局管源室 日 本 ピ ル ダ - A区. K 施 工

文明開化の花と挟き誇った美しい煉瓦遁、石造

の数々の建築は、濃美地震以来、関東大震災にか

けて衣々と散り果て、一時金〈餓筋コンクリート

遣に駆逐され、世聞から忘れられ、もはや一つの

歴史的構造法として眺められて来ました。

たまたま 敗戦以来、焼土の得輿に不燃建築が

要望され耐火的な優秀性から煉瓦治、石造の耐震

的主主再検討が加えられる機運が起って来ました。

なる程、地震のない園に費達したとれら累積構造

を盲滅法に直輸入したのでは、強烈な地震によっ

て被害を蒙ったのけ嘗然ではるりましょうがそれ

でも常時の銭筋コンクリート遣でさへ被害そうけ

た関東大震災民かすり傷一つ負わす手に残ってい

る煉瓦遣のあると言うことを人々は忘れているの

ではないでしょうか。とれは全くの遇然でしょう

が建物の卒面計置が耐震的に通常であり施工が良

心的であったことに困ると思われます。ですから

あらゆる建物に及段すととは無理で、しょうが低暦

(2建程度) で、適営危間仕切壁を有するコ ンパク

ト主主2 f - 商の建築に耐震的友煉五遺・石遺等の構造

計霊- a ' 行うととは、理論的にも、管施上に於ても

決して困難でも不経済でもありまぜん。

元来累積構造は塵縮に封しでは強いけれども、

幽けや引張 bじ封，しては比車交にならぬ程弱いもの

12 

で、筋書室・倒壊・切断落下等の致命的被害はすべ

て此の欠結に起因するものです。ですから、積上

けた壁休を夫々車体として働かぜないで、構造物

全体が一体とえt T  ，一つの剛主主. E s を形成する様に

床・屋根・臥梁・梁等をすぺて鱒筋コンクリート

として壁体相互を累密に連絡する方法をとったの

です。壁休それ自身は7 } ( 2 f - 力に射して桂によって

支持される横向の梁と考え、横目地の聞に挿入さ

れた銀筋に依って水卒カによる曲けモーメントに

耐える様にすると企時に、壁体に地震力の駕じ起

- 3 郵断力- a ' 充分壁体で抵抗出来る様じ計設するの

です。ですから縦横に或る程度の壁休が遁嘗の間

隔が入っていなければ耐震的に煉瓦遁石遣は警ま

れないのです。私は以上の考えから、昭和22年に

大阪錦道局天王寺電話交換室の構造計蛮に常って

此の試みな全面的に採用してみました。此の建築

は大阪鋪道局天王寺管理部臨合の新築に首って常

時のセメント不足- a ' 克服して、何とかして不燃建

築としたいと言う醤'局の熱望によって生れたもの

で、外壁及び間仕切の主要なものを全部大谷石と

し、外周及び中廊下添いの問、仕切壁には 2 m間隔

に鎖筋コシクりートを内蔵する桂を配置し、柱毎

に軽量なプ ν カスト織筋コンクリ一人トラス型

大梁をセットして、此の上にプ V カストスラプを
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火性に宮み、比重1.8前後でコンクリート遣に比し

自重の貼でぽ地震に封し有利と言えましょう。殊

に此の建築では床版をプ V カス トし た た め 薄 版 (

4. 5cm) で充分温度のあるコンクリートを作ると

とが出来、その ための梁も軽量となり建物全体 と

しての自 室を出来るだけ翻る 〈することに成功し

ました。

蛍時はセメントの生産量の不足からまだまだ、

本格的危鱗筋コンクリ ー ト造建築11行われておら

今、石材の車慣も安かったので. 経情的にみても

此の種餓筋コンクリート石澄建築防有利なものと

考えられましたが、漸次セメント生産量tの復活に

よって、在来の織筋コンクリート遣が上L較的安債

に友って来たととと、原始的な石材採倒による石

材の騰唆、運賃の値上等のために、現在では在来

のものじ比して格段に安いど言うととぽ出来友い

様です。しかし、凝衣場は誓園てけ息まれた天然

資源、であり、加工の容易さ、耐火性、軽量 、等の

用しました。此の屋棋には摩さ 3 5 c mの銭筋コン

クリートシヤー v を採用した建物の自重そ軽減す

るととに努めました.

美術的にみても コンクリートモルタル塗りの外

壁に比ペて凝次浩のハ{ フ ト{ ンの自然な美しさ

ははるかにすぐれていますい素直な構造計茜そ

そのまま表現するととによって近代的主主石造建築

そデザ 4 ンするととは吾々じとって一つの換しみ

とも 言えま しょう。

叉24年 8 月に前記天王寺電話交換室の温漁度測

定を行った結果紙数の関係で詳細は省きますが、

室内祭温は= ンクリート謹よりもむしろ木迭の場

合に非常に似ていると とか詮明されました。殊に

操度の賠で肘石壁自体の調節作用によって夏 季の

高温と言う現象がほとんどみられ歩、そのタイム

ラツグも木浩と大発ない優秀さを示しています。

室内のコンクリ戸ト壁面に起る結露作用も全然認

められまぜん. ですから常識的にも石造の佳宅け

第 2 国 自民筋石議事E体。一例( 天王寺〕
.13簡 プレ Ｂￌｊ ￄ ト梁のセットｾ況
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施工

した綾に原材料の Cost の 引 下 け も 加 工 の 機 繊

化による手聞の低下を此の種建築の現在の最大の

念務と思っております。それによって石遣、煉瓦

進等の建物防地震に弱からうと言う迷信をと審物を

以て打破したいと言うのが私達の念願であります

( 筆者・京都大容器主授 ヱ簿〕

大阪電通局策上寮( 鍛筋レンガまを〉

日本ピルダース K. 区

第 4 圏

編 集 部 位

本文中} 亡記高野のある京都市交沼周病院は、筆者よ P 透

瓶闘を頂いたが、近日完成の上本年 9 月後行の京都特集

盟理に紹介される殻定であるから、今回は割愛させて頂い

?と。

都市不燃化の促進へ 日本は災容の多ν、闘でるる o 殊 K 木と紙で出凍ている我が閣の家屋によ! J ti 量生する

火災の如何に大きし叉多い高野@ 世界に比のない$ は古の歴史をさかのぼって見てもよ〈興る温りで、叉戦後の秋闘の

大火、明宥の二度の火災、近〈は熱海の犬火等その被害? とるや貨に英大なものである D

歴史はく Pかえすと惨にもあむが、 ζ の5 史丈は再び< ! J かえした〈ないものである口それには燃えない家を法ると

とが先決問題である口蕊に於て我顕の各建築園体は早〈から都市不燃化。促主主運動を行って来てお P 、1 ! l : 鈴を喚起しつ

〉あるのである。
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多温かい夏涼しい建築と言ふととが出来ましょう

煉瓦遣についても構造的に殆 r 企様なととが言

えると思います。煉瓦は石材に比べて 1 片の大き

さが小さし積上けが容易で、何と言つでも石造

程手聞を喰いませんから建物の種類によっては非

常に有利になります。同じアイデイアによって構

造計鑑そ行った大医電i通局東上寮は、解体古煉瓦

そ使用して屋線にね鱗筋コンクリートシヤー v を

架けたものです。同様な型式で大阪電通局管内の

二三の電源室が新築されましたが、特に煉瓦そ化

粧材として願はしたものけデザ 4 ンとしても近代

的なまとまりを来していると思われます.

要するに、在来の累績構造は吾園では震展の余

地はないで しょうが、新らしい耐震論に導かれた

煉瓦謹石造建築は、その高い耐火性と仕上りの美

しさの放に或種の建物に於ては、鱒筋コンクリー

ト構澄等と封抗して今後もますます建てられて行

<  tさらうと恩われます.

一戸でも多〈の耐火建築が要望されている現，在

安僚に迅速に美しい不燃建築ｾ建設するために吾

々は不断の努力を梯って必ります. 前にもお話し

ド建築@ p 金物

才J.O.. J印ドアサじが

・ エ語、倉庫、ガレージ@ 毘に

，¥ 御使用官協hfよみ 1

二ぺ 代 湯 浅 金 物 株 式 曾 社

力運 大 阪 ・ JI( ｾ＠

i  応 岡 谷 鋼 機 株 式 曾 社

大医・名古慶・東京

電JE長大河連諸捧弐宮廷
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アツ ν ユ コ ン ク 9 ー ト 建 築 工 法 に 就 い て

手寄 藤 茂 信

% ( 重量上ヒ〉のの範固であるととが賓験結果に示さ

れている。水セメント上じけ普通コンクリート程判

然しない。比重は 1 ・2 附近( 気乾) . ヤング豆容は

材料調合により著し く相具するが破績に至る中聞

に最高値があり、破漉時は低下する. 叉材齢によ

る密化は 4 週迄は増進し、 6 週じ至って幾分低下

ーする傾向がある. との現象ぽセメントi n : の多いも、

のに著しい。最高ヤング率及破綾時ヤング率と塵

縮強安との関係は比程的よくまとまった傾向者主示

構 造 に つ い て

( 1 ) との構造は石炭設を主材とし、少量の セメン

ト、石Z更を配した鞭fをコンクリートそ現場打によ

って構造体を成型するもので、基礎・壁・床・屋

根そ一体とし架版縛遁の剛闘な箱を遺る。本苦境

は設計施工共に建安省建築研究所制定のものを使

用し、 4 - 6 週 密 封 象 と し て 安 全 率 短 期 ふ 長 期

9  ( 煉瓦造同久めにとって計算する もので、長期

硬化; a 考えると相官言安全である。

アツシユには可溶性の珪酸、ア

ルミナを含むので石次を加えると

雑用セメントが出来る。シリカセ

メントは硫酸に封して良好友混和

鮒となるので水分の浸透を防けば

本部産アツシユf . t.大体に於て硫酸

根僅かなため、銀筋な挿入して、

粘級性を加味するととも考えられ

る。アツシユコンクリートには強

度のアルカリが認められる、? とだ

雑用セメント混入のものはスラン

プ少〈綾慢な硬化をするので混和

剤、活工法、養生法についてけ新

しい課題を生今る。即ち混和問Jに

ついてはー泡沫混和によって水、石

友電te落し防火性を高め、施工法

についてはパイプ v ーターを挿入 昭和24年 度 都 営 庶 民 住 宅

し、養生法については電策養生に く坪芸品単債 21，500円〉

よって早期強度そ上昇ぜしめる等である。 但1.

此の種の ものの彊吏同現場施工に必要念だけの早

期強度そ得れば計算は長期強蜜を採用してよ U、か

とも考えられる。叉ヤング率僅少で質験結果 より

想像する も相営プラ スティッ クな材料であるとと

も附言したい。アツシユコン クリートは早期強度

を確保する矯にセメント、叉最終強 度を得るZ誌に

石Z更を入れる。 4 週迄は強度は念速 に増進L 、以

後段緩慢となる傾向があるが、一躍順調に上昇し

てい ると見て発支ない。叉石次量少くセメ ン ト最

多い程 強度は特に大きい。しか しセメント 最20%

以7下でア ツ シユコン クリ ート迭と しての強度は登

揮し得る ものと見て発支え主い。所要盤縮 r温度材令

6 週 で 60kgj cm
2

te確保すべき調合比は、セメン

ト 15- 20%、石次 5 - 1 0 %、アツシユ80- 85

している。経済調合のアツシユコ

ンクリートのヤング率け 1. 5- 3x

10" kgj c m
2

と見られる。銅筋挿

入は建研で研究中て結論を得るに

至っていない。

( 2) アツシユコンクリート施工示

法〈暫定〉抄録

I  細則 アヅシュロンクリート

材令 6 週に於け忍強度は、混入す

る「セメント」の強度及び量を以

て調整する。

E 強度 アツシユコンタワート

材令 6 週に於ける耐塵強度は壁体

に於て 60kgj lc m
2

te必要とする.

〈壁体式養生法によると耐盤強度

け調合容積比1 :  2  :  13 4週 て63.

8、8 週 て81. 5、3 ク月で109. 5kg

j c m

2

の試験結果か配錬されて
k

、

る。〉

E 材 料

( イ〉 セメント
J E S 窯業 501 抵の規格に合格

するもの。

〈ロ〉 消石次 2 等友以上の良質 ( CaO6 5 %以

上〉風化していない もの。

〈ハ〉 アツシユ 徴粉次分の 0.15粍以下の部分が

全体の 5 %以上で細粗粒が可及的平均に混入

しているもの。

W 配合 上記の僚件に通う配合は温度15度以上

の時、セメント: 消石衣: アヅシユ 1: 2:  13 叉

は 1  :  1  :  10 ( 現場容積比〉

V 水量 セメント石次合f主に射し 100- 220%

〈重量比〉 以下K 納める。

VI スランプ 10- 13c m 

15 



( 3) 賭係数

勲官事導率 0.25 比熱 0.18  

比 重 気 乾 扶 態 で 1.2 含水率 30- - 40

吸音、遮音陀就ての資料はないがかなり良好な

ものと息われる。

防 火 上 の 問 題

燃焼した石炭設が耐火性そ有するととは営然で

あ P、焼却減最も少いから耐火性じは支障なし

今次の鞍火で内部の焼けたア Y シユコンクリート

建物載取試験の結果、調会比 1: 4:  20の貧調合で‘

あ b ながら 61. 5kgj cm
2

に達している事が賓験さ

れて居 b、骨材が花街岩、石次石系でないだけに

剥落する事もない。

施 工 及 資 材

( 1 ) アツシユは工場、ピノレ、汽車等より石茨fをの

2 - 4割排出され、金園殆ど到る島に得られる材料

であ b、特陀茨磁の近謹に於ては自然登火、のぶタ

から無償入手できる。叉砂、砂利と異り師走t J : る

篤トラック 1台で6- 9立方米の運搬が可能であり

混和も容易である。混練ミキサ{ は卒型でもドラ

ム型でもよく、シユ{ トは能率が悪いからネコ主主

' i ' 使用する。

くわ材料所要量 アツシユコンクリート 1立坪に

要する材料の所要量は次の通りである。

開 合 比
E苦

容 宅責 比 重 3量 比

C :  L :  A  C :  L  :  A  

セメント( 袋〉

]  :  2  :  13 10 :  10 :  80 16. 8 

1  :  1  :  10 13:  7 :  80 22. 3 

1  :  0  6  22:  0 :  78 
39.  

1  :  0 :  4  30:  0 :  70 1>7.6 

( 5) 単位規格に制約されるととなくかなり自由な

設計が可能で- ある。

建 築 衛 生 に 就 て

( 1) 防寒 アツシユコンク リートは策孔性で熱傷

導率少 〈熱容量が適営に大なる鴬温度振幅が少 〈

熱の放出も少い詩試作住宅に於ける管験に於て除

外策の最高最低温度発12度、木遣家屋室内 8 度に

比し、僅か Ｓ 度に過ｾＮ歩、叉外無温平均 Ｙ 度、木

造 8 度に比し 12度の高度を保っている.

加えて賊風のないととは保温を扶けあ。

昭 和24年 1 月

戸 外 温 度

木 造 室 内

アツシユコン

タリート室内

最 高 最 低 卒 均

2p. 均 平 均 温度 振幅

14. 53 2. 66.  8. 39 11. 89 

.11. 66 3.69 7. 68 7. 98 

2. GO 2. 70 

( 2) 防暑熱停導率が小さいととは夏季にも外無

の侵入する事が少し熱容量も少量で温度減衰率

も高いから蓄熱iit も適度で朝晩窓そ開敬すれば鋼

筋コンクリート迭に比し日中涼しく叉夜疲苦しい

こともないから前噴と併せて寒地向と同時に暖地

華客 意

消 印 ( 袋
) I…( . I [ J I J ' )  

42 1. 6  

30 1. 64 

1. 65 

1. 60 

向にも推奨される

( 3) 吸 探 率 は 木

造に近く粘土より

も11、で、モルタ J レ

の附着良好で割れ

も少いから、外部

はモルタル塗で充

分雨の浸透を防ぎ

c  = セメント L = 消石茨 A = プッシュ 得る。叉熱侮導率

現場計量比重は C = l ム L = Oム A=0. 7 が小であるから結露するととも友い。

として計算した。

セメントは 50kg入、石炭は 20kg入とし混練及貯

議中のロスそ見込む。倫アツシユは締津10- 15%

を生今るものとして計算した。叉アツシユはク ，リ

ンカーが大き過ぎると洲ができるから 25粍止りに

なる様飾にかける。使置は破砕して再用す. Q か、

周波や叩下宮j粟に用いる。

( 3) 特別の薬剤を用いす手とも型枠との離れが非常

にきれいで累結線も引抜ける. 木製の懐枠でも 10

回- 20回反密使用でき、建築最大なる程経済的で

ある。

( 4) 俵枠存置期聞は夏期10日寒冷期 2 週間内外で

るるが、内部造作には釘打・ちが利くので木煉瓦を

埋込む必要なく、漸次夜化して 60kgj cm
2

以上に

濯すれば完全に固着す否。

16 
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古くからロシヤに於て護遣したアツシユ煉瓦、

アツシユプロックから構造的経済的に結論された

本構造は、満洲に於ては昭和16年から賓施段階に

入り終戦迄に1，700戸、延12，000坪を建設し、試験

研究も各方面に豆り行われたが、戦後ぽ建設省建

築研究所より再出登し、各府牒公営庶民住宅、公

務員宿舎はじめ各方面に相富貴施工されつつるる

本稿の資料も同研究所の研究蛮表を借用し? と部分

が多い。記して謝意< < ' 表する。伶本工法ぽ賞用新

築、特許となっているととを附記して置く。以上

説明ぞ輩さ主主い鮪も多 k あろうと恩われるが、更

に本ヱ法の改良護患κ 不断の努力を績ける所存で

ある。大方の御f旨務鞭達. : a 希って此稿そ終る次第

で・2うる。

( 覇王者・アツシユコングリート建築株式合配置土長〕

庶

民

伶

宅

ハ

左

)

率

直
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剛

書見外〈下〉



ジ ニL プ ノ レ 下、、ン 住 宅 の 構 造 に 就 い て

隠し iJ さき

都市の不燃化は早くから叫ばれている所である

然し残念乍ら幾多の鞍災を象って終戦に至った時

に於ても我園ではそれを不燃化への縛換期とする

ととが出来友かった。そして相も費ら守復興は木

造のバラックでなされ. 叉々災害i i ' 繰り返してい

る。終鞍後そ振り返って見ても僅かに主主設省の園

庫補助住宅の一部が不燃構造として計苦節せられ、

22年度五り始っているた過ぎない。

我大限府に於ても殆ん r 心臓部を戦災で焼失し

常然不燃都市首現の震、他都市に範を垂れねばな

らぬ立場にあったが、残念乍ら資現きれなかった

僅かに23年度の計書位宅として叉24年度陀至って

やっと民聞に童文へるばかり出来たに過ぎない。斯

う云う扶態ではあったが然し何と言つでも鞍災と

相次ヤ火災、後災は例へ早急: に賞現されなくとも

国民をして都市不燃化への畳醒となったととは確

かで、織筋コンクリートと云う商慣で而も施工困

難な建物に代って簡易友経済的な新不燃構造が数

多〈着々として考案せられ、試作されている. が

これ等は未だに飽くまで試作の域を股してはいす手

とれが健全な褒遣は今後の研究と育成によらねば

がらない。

此意味で嘗府に於いて24年度賓施した国庫補助

佐宅の中に新不燃糧事造「シルパー・ハヲス J 2 戸

i i ' 試作的に探 b傘けて見た.

今その概要そ説明すると共にその護展の属忌悌

ない意見i i ' 書いてみよう。
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「シルパー・ハクス」建設蹴要

建 設 位 置 東 淀川直崇蹄寺町24年度一閤地計語地

域内.

建t J i 慨臭騒合金組立式卒家一戸建、坪童文12坪.

平 面 回 附 聞 の 通 り 。

その各部の仕様は

骨唱各 銅骨造ボールト組立。

屋根小屋組は鋼骨、母屋鋼骨1 . 5 尺聞に配置、

O.i 粍 「アルクラツド・シーリング・クリップ

」止にて直取付各軒先蓑卒見切役物使用手仕舞

をする。

側 外 壁 下 地 鋼 管 間 桂 に O.i 粍「アルクラツド・

シーリング」横葺型通 b よく「クリップ」止に

て張立てる.

床木造床、大曳、根太掛、昼下 4 分板、拭板 5

分板及び橡甲板張りとする。

天井鋼管梁下に野総及胴縁各1 . 5 尺聞に掛渡し

綿打上テックス天井、目地押縁打とする。

間仕切 天井テックス下と床上め聞に木製桂及間

柱建パ耳、 J レ式壁譲り周囲木製品ぐーダー止とし爾

l高張りとする。

外側内壁下地木製添間桂に胴歓 1.5 尺間打にテ

ツクス突付張とする。

造作窓、入口枠、難鴨居共造作木口表に依 b 、

木造りをして取付ける。

便所床 便所は拭板張り周圏巾木仕舞とする。

廊下壁亙床 壁テックス張り床廻り巾木仕舞とす

る.

押入中棚各押入に中棚そ取件ける。

建具各建具表に基き襖、紙貼障子、硝子障子、

腰付硝子障子等密告決込む。

便所装置大小便外溜式基礎周囲深〈なし底コン

クリート打周囲共モルタ} f . . . 塗、小便は土管をも

って使溜に導入する。便溜にはマンホ- } レ式汲

取口そ付ける。

樋 軒 樋 、 径 4 寸竪樋径 2.5 寸夫々 3 尺間以内で

釣金物、控へ金物i i ' 取付け足元土管で排水溝ま

で埋設連絡する.

塗装鎖骨部材防錆塗料一国土台ク V 才ソートー

間塗



避雷接置 一棟一ク月Ir宛地中に銅製アース板をさ霊

込み、幹 10線 6 本捻 b線; a 以って建物屋根壁シ

ーリング及銅骨に密に取付け捻締ずる。

設備下駄箱流し調理台、七輪台、煙突儀込口鋪

板製眼鏡石。

私 見

以上の仕様によって試作的に建て L 見? とのが潟

真の織に出来上った。此建物は施工者日米金属の

量産型その僅を持って来たもので、卒面計曹につ

いては此鹿では暫く措くとして、構造自体に於い

て又施工上に於いてのみ意見を述べて見ょう.

大体「シ) t ，. パー・ハクス」は工場生産と云5 と

とがその大き友ねらいの一つであろう。とすれば

工場施工範囲は更に損大する必要があろう. 例へ

ば捻子穴の僅かな遣いのため不手際右京すととの

ない様部材; a 更に強固なものとして歪をなくする

とか、或は部材; a 大きく して出来る丈現場に於げ

る拾締を少〈し友ければなら君主 いだろう 。と共に

構造を更に簡素にし所謂素人でも組立てられる域

まで持って来る必要がるろう。附表〈人工表) にも

表れている様に現場施工が余りにも多すぎる様fさ

ヲえに防寒、防暑と降雨の際の防音は更に安易に

施工出来る様考える必要があろう。簡単に在来の

テックスを持って来て事足れりとするととたし

外壁、屋根簿遣と関連して前進すべき問題でaうろ

う. 此詩に現状では室内の仕上けがパラックの域

; a 抜け切っていない様だ。思い切って綿ぺてそ洋

風化して見たらもっとうまい解決法が生れて来な

いだろうか。

情首位宅建設では「アルクラード・シ戸リング

J 加工そ普通の鋳工にさせたため不手際な箇所が

多〈表れた。組休に切断面がうまく行っていえ主い

が、例へば一下見板下部水切、建物外角下見板、と

見切維のl投まれ軒先及び小屋空祭抜等が特に目

附 表

木工 土工 鍛工

板 金 組古:

エ ヱ

立っている. これがため組立専問工そ養成する必

要がるろう。等々極々の命題を残している.

平 面 図 @  

北 立 面 開

む す び

以上悪い所ばかりを奉けて来たが「シルバー・

ハウス」構法は耐: J < . 構治と L て簡易な新しい「ア

イデ 4 ヤ」であり、耐後耐火は勿論建設解体、移

築容易等幾多の特色; a 持っている賄から携まない

研慣と保育の如何によっては大成する構法ではな

かろうか。

c・E者・大限府住宅課長〉

〈人工表〉

人夫 鉱工

荷予

左官 塗工 坪 ... 

エみよと
』ーーーー

基 礎 工 事 4  7. 4 11.4 

主体餓骨工事 25. 2 7.4 12 44. 6 

オミ エ 事 40 8  48 

品E エ E第 6  6  

局、子工事 1  1  

左 官 工 事 4  3  7  

君主装工事 4  4  

事長 エ 事 1  1  

芸E 搬 2  2  

官十 44 7.4 25. 2 7.4 12 14 6  1  3  4  1  125人 10. 4人
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ア メ リ カ 式 コ ン ク リ ー ト ・ ホ ロ ー ・ ブ ロ ッ ク の 製 造 法

日本に於いても終職後都市の不燃化が叫ばれる

と共に簡易なる不燃障害遣の ーっとして、コンクリ

ート・プロツグ建築が登場し来れ所々に於いて

ヨンクリート・プロックの製造が始められるに至

ったが、これらの多〈はいわゆる 0 0式と構する

特許品に麗しその型肢も誠に多種多様で夫 k の特

徴は教えられるにしても、その製造法は手工業に

類するものが多く、最も進んfさものと雄も簡単元主

張動台を用いているに過ぎないようである。とれ

に反してアメリカに於いてはコンクリート・ホロ

ー・プロックの製造は今や大産業のーっと友り、

その年々産出するプロックの個数は 10億個を超

え、尚素晴しい勢いで登展の途上にるる. とのア

メリカに於ける盛視が明かとなるにつれて、我が

固にbきいてもアメリカから優秀なるプロック・- . r

第1岡…プレイン・パレツト上に被ったプロツ グユ =

ヲト

T wo 12" x8" x16"  

Three 8" x  8" x  16"1 

Four  6" x  8" x  16" 

20 

Si x 4" x  8" x  16" 

Ei ghl  4" x  8" x  12" 

Uni l s on a  Pl ai n Pallel. 

Thi rty- Two Bri ck 

幕 守也内

シン〈プロック製造機〉そ輸入 i アメリカ式方法

でアメリカ式プロックを製造し、とれそ用いて耐

震的にも十分信頼の置けるコンクリート・ホロー

. プロック 建築; a 新た じ日本にひろめようと の計

苗が所々に於いて企てら れるに至った。松弁建設

・秩父セメント・朝日ス v - 、トなど日本じ於ける

有名なセメント・メーカー、セメント製品メーカ

ーが中心となって事業化が着々進行中と聞く. 筆

者もその事業化に携わっている者の一人として本

稿では主として今迄調査したアメリカの文献を参

照 し、アメリカ式プロックのアメリカ式製造法を

述ぺょうと思う. この方式は朝日ス ν ートに於い

ても採用しようとして着々計書中のものでもある

製造法の詳細を述べる前にアメリヵ式プロック

の型放に就いて一言すれば、その標 準 却 は 第1闘

に示す如く名目的の寸法は高さ 8吋、幅 8吋、長

さ16吋で賓際じは接着用モルタ 1(.. 目地のー寸 法 ( %

叉¥' j : X 吋) tざけとれより tl 、さ〈たっている. これ

ιげトに幅が12吋、 6付、 4吋のものなど用途によっ

て 種 k なる寸法のものがある。叉プロックの内部

にはホロー( 中空部) が羽田あるのが普通で、こ

の外ホロー 2個のもの、ホロー異型のものなどメ

ーカーによって夫々の特色をなしている. このホ

ローあるために軽量、防?魚、防暑、防寒、銀筋補

強その他の便宜が生じてくるのである。

フ. ロック製造工程の中心部はいうまでもなく、

プロック・マシンてるる 。プロック・マシ ンにも

ぜンからキリ迄あって、日産 100個程度の簡単な

手動式のものから毎時600- 700個も箆出する完全

自動式のもの迄その種類は極めて 1f，い。プロック

・マシンの製造業者もアメリカ全土で50監枇に及

び、中でも有名なものはーペツサ{ 、リチパー、ス

ターンズ、フ ν ミングなどの各位でぺツサー友ど

は45年の歴史を有する幕開メーカーである。プロ

ックマシンの潟真を数例ヨたにか‘ ける. ( 第1園乃

至 第8圏〉



第2掴・・・4 ツサー匠土製、ずアイプラ〆 ツグ 、成型法

は加庫銀動式、生産能力毎時 8:1寸プ ロツグ 600個

プロ ック の成型方畠はどの機峨も大同小異であ

って、 大別して タ ン パ ー ( ハンマー友どで突き固

める方法〉とヴア 4 プ v ーター ( 振動詰〉に分れ

るが、 規慎の大き危機械では後者の方式を採用し

ている ものが多い。即ちプロ ック ・マシ ンよ部に

設けけ＿とホッパーから入ってきた原料たｾ夜練り

コンクリートがそールド( 成型用型枠) に注がれ

ると振動が始まる。振動はそ戸 3レドのみに興える

もの、コアー〈プロックのホローを型成する成型

用心型〉のみに輿えるもの、叉け雨者に同時に奥

えるもの、更に加塵のまお振動さぜる ものなど、

プロック・マシ ンに よって種々な るもの がある。

振動の方向 も上下、左右、前後夫々プロ ック ・マ

シンによって遣うが、進んだものは無方向性 で凡

ゆる方向に掻動させる ものが多い。要同プロ ック

の上下部共均腎乏なし、強度にムラ. : a 生じないよ

うにさせるわけである。張幅は数粍、振動車立は 1分

間6000、7000回で振動の澄生け塵縮空需まによるも

の もある が、カム・アクシヨ ンによる機械的友も

のが大部分である。振動部分ぽ他の金属部分とほ

第3圃 … 操 業 中 の

ずアイプラパツ?

出来上りプロツ グ

をパレヅトどとエ

ア戸ホイストで受

けてラック K 積み

込 ん で い る D

f ムで絶縁して音響そ可及的少< L ようとの用意

のあるプロ ック・マシンも言うる{ 立であミ5. 一般的

にいって機械の損耗は甚しいので、極めて頑 丈に

作つであり、モールドなどは細て特殊鋼で出来て

いる。振動そ の他の方法で成型されたプロックは

スト担ツパーでそ ールドより取り外され、パ v ツ

ト上に載ってプロ ッ ク. マシンの前商に押し出さ

れてくる. パ v ヅトと同金属製叉佐木製のプロ ッ

ク受板そ稀し 、と れにプ V イン ・パ V ヅ ト ( 卒 商

主主るもの 〉とコ アード・ パ v ツ ト( 載せんとする

プロックの切断面 と同盟でホローを有する〉の2種

があり 、各種のプロ ックを同ーパI / ' Y ト上に載せ

得る融通性のあるために前者のプ 1/ 1 ンパ V !}1 ト

の方が進んだものと見倣されている。プロックけ

ー操作〈サ 4 クl t- ) で1- 6個同時に成型され、同

ーのパ v ツト上に載ぜられて出てくる。一操作 に

要する時聞は20秒伎のものでdうる. プロック・マ

シンから押し出された出来たてのプロックはま芦

全然硬化していないので、パ ν ツトごとそっと持

ち上けて次の工程に移すわけである。プロ ック ・

7 シンの操作は工員一人で充分で、パ ν ツ トの袋

入と出来たてのプロックの除去がその主なる仕事

であるが、進んだ機械ではパ V ヅトの裳入 も自動

的に行われている。

プロックの原料は云うまでもな〈、コンクリー

トであり、叉コンクリートの原料はセメンハ骨

材、水である。優秀君主るコ ンクリート・プロヅグ

を製造するために必要な僚件は原料としては清揮

でE 、良〈整粒された骨材. : a 用い、細組雨骨材を

適正なる割合に配合し、完全巨長時間セメント k

J.Kと共に混練し、優秀なるプロック・マシンを用

いて成型 し、養生室へ法意深〈搬入し十分なる養

21 



第4箇…同上、後方に見ゆるは，長生の完了したプロツ P をプロック・ 第 Ｕ 闘・・～ｾＭＺｙス祉のプロツグ・守ジ ｙ

キュー パーで床に積み下している所。

生をなし、乾燥 ・貯議 ・運搬に十分配慮するとと

の 6貼で ある。原料 としてセメ ン トと水は問題は

友いが、骨材は天然品がその大部分; a 占めるので

十分主主る前食事が必要 なので るる 。骨材 tては普通

に用いられる砂・砂利・碍石な r の主主量管材の外

に、軽石・シングー・ス ラツグ1. ; r. t: の較量骨材もあ

る。 アメ リカ で生産されるプロ ヅクの 中、 ef士分近

くはとの軽量骨材を用いた軽量 プロ ックであるが

軽量骨材としては前記のような天然品の外にへー

ダイト、ウエ・ーライト、セロクリーハその他の

人工軽量骨材もあって、とれらの生をだけで一つ

の工業 が成り立っ ている伎で ある 。 骨材の前ｾ理

としては不純物を除 くための老成叉は水洗、ロー

ラー・クラ ツ シヤ{ そ用いて誼営な粒度に迄粉梓

し、筋別整粒するととなどがある。かくして遁嘗

第 Ｖ 圃…スターンズ引のプロツグ・ＮＮＮｾ〆ン

22 

主主粒度に整粒された細粗骨材は一勝、貯競ぜンに貯

えられ衣の配合混練工程に備えるのである。骨材

の粒度調整は極めて大切であって、プロックの強

度、密度、吸水率等はと. r ! によって支配される。

普 通用いられる骨材 は 3- 3. 5のフアインふス・モ

デユラスをもっている。出来上りアロ ツグの隔壁

部の最小厚みは 1吋であるから使用骨材の大きさ

は始吋程度をと限度として、 ζ れより大なるものは

排除しなければならない。原料の配合割合には別

に一定の方式はなく、夫々の場合に態 じて試験的

に定められている。然し粗骨片の量が多くたれば

出来たプロックは粗商となり、細膏' 材の量が多く

主主計ば滑商となるのは営然である。今、アメリカ

での一宮例; a ! ( i t けるとその配合割合は下記の如〈

で、この配合でセメント ー袋 ( 94封 度〉営ち 18-

第 7 踊…リチバ- j j 1土のプ ロック・マ シン



第8園・・ 7 ノレチプレ ッタス 1祉のプロヅグ・マシン

20個のプロックが出来上る.

セメント… - 一一 .. .94封皮( 1 立方択〉

肴少利……一………… 200 ク (2.25 ｾ＠ )  

安タ...・ H ・. . …・…・・… … 475 ク (4.75 ク 〉

石次石粉- ……- …・・・ 25 ク (0.25 グ 〉

7.1<.・・・…….. . .・ H ・- …・・適量

とれら原料の計量は容量叉は重量の何 11でも

行われるがv 大規燦工場ては貯蟻ピンの下に

設けた自動利子庶務で行っている。次の工程広

コンクリートの混練であって、とれはミキサ

ーで行う。ミキサーも多種多機で夫々のメー

カ{ によって特色を具にするが、多くは横置

円筒型のパッチ・ミキサーでその中心を通る

シャフトにとりついた プ v ード〈撹非用羽根〉

J が回 !噂して・混練カ行われる。使用ミキサーの

容量はプロッ ク・マシ ンの能力によって左右

され るわけだが生産量毎時 70(). 個依のも ので

容fを50立方択f立のミキサーが用いられている

ミキサー も消 耗が甚 しいので、特殊 鋼により

ドラム内所 を 内姑 P した P、プ v ードにゴム

の端而右とりつけたり、 .>J{ - J L- ・ベアリ ング

.:a装備し? とれ消耗を防ぐため に出来 るだけ

の鹿置が施しである。プロッ ク製造用の コン

クリー トは極めて硬 練 りのも のが用いら れ、

手で撞った場合、 表面 Vて僅かに J .I<. 分の凄み出

る位のものが推奨されてい る。混練持聞は大
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体 10分間f立が標準で或限度迄は混練時間の長い程

出来上りブロックの性質が優秀となるのは営然で

る. : : 5 . ミキサーの位置は第9圃の如〈地表にピッ

トを掘ってその中に沈めるもの、及び第10園の如

〈中 2階に置くものなどいろいろ古うる。練り上り

コーンクリ{ トはミキサー側面のグートから排出さ

れ る が 第9閣の場合陀は一際スキップ・エレベー

ターのパクツトに受けて捲き上け、バグツト縛倒

によって内容のコンクリートをプロツグ・マシン

のホッパーに装入する。叉第10園の場合広三キサ

ーのグートから直接練り上りコンクリートぞプロ

ック ・マシ ンのホッ パFーに投入するのである。か

くしてプロック・マシンに入ったコンクリートは

既述の如く自動的に出来上りプロックとなってパ

ν ツト上tこ載ってプロック・マシンの前面に押し

出されて来るのでまうる。ヲたいで出来上 P プロック

はパ v ツ トごと持ちあけてラック〈移動式棚〉の

上に移す。この操作は大規模な機械ではフ' ロック

マシンに附属しているエアーホ 4 ストのカを借り

てプロ ッ ク・マシンの操作ヱが一人で易々と行っ

ている. ラックは銅製で' 4- 6段の棚がついていて

各段に12個のプロックが載るように作ってるる。

プロヅクで一杯になったラヅクは次いで養生室に

運ばれる。この運搬にはアメリカの殆んどのプロ

ック工場ではフオーク・リフト・トラックが用いら

れているが、ラック自身に車をつけて V - j L- 土そ

運んでも良いわけである. 要はまだ硬化せぬ出来

上りプ丘 ヅクに出来るだけ衝撃そ興えるととを避

け。て養生室に運びこむととが大切なのでi l ) る。セ

メントの夜化は一種の化塵反感でる b 、十分なる

ー温度と水分が是非とも必要で、水分さへあれば温

度が高ければ高い程硬化速度は急: 速となる。そと

で、早期に十分な強度- i e 翠揮させようと思~ば、高

温 F 高滋とそ同時に満足さぜる水蒸祭養生が採用

=予勺 .f) ス

フロ・・ 1) :シrr

気対六渇摩i" よ 番

情任施工

目翌Zj 開J男曾mi
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されるととになる。アメリカの殆んど綿てのプロ

ック工場はボイラーそ備えて、蒸策養生J i ' 行って

いるが、これは旺盛友るプロヅクの需要に答えて

出荷時期J i ' 早め、資金の回轄を早めようとの意圃

に基いているので喜うる。蒸気養生にもいろいろの

方式があるが、大体 5- 15封度( 40- 80
0

c) の生義

気を密閉した養生室内に数時間直接吹き出いそ

の後は徐冷そ行う方法などが貫く用いられている

養生が完了し充分硬化したプロックは再びリフト

. トラックでラヅクごと養生室よ b 搬出し貯菰康

場迄運び、と L で始めてパ V ヅトからプロックを

取り外して質場に積み上ける。との操作も大工場

ではプロック・キューパーと云う一種のエアー・ホ

イストのカを借りて成るペく入力を省くようにし

ている。 -室になったラックとパ ν ヅトはリフト・

トラックでフ・ロック・マシンの所に迄戻して再使

用に供する。プロックは貯菰農場に2- 4週間置い

て完全じ乾燥してから使用に供されるのである。

以上の如〈プロック製造の工程は極めて皐純で

言うるか、この工業は重量物運搬工業のーっとも見

倣され得る位、重量の大き友原料を多量にｾ理す

る工業であるから、プロヅク・マシンの能力が大

になればなる程それにマッチした他の諸設備が大

掛りと主主ってきて、アメリカに於いてはパクツト

・エ v ベータ一、諸径のコンペア、大容量の貯撮

ピン、ホ 4 スト類、リフト・トラックt J : e' が縦績

に駆使されている。日本に於いては ζ の方式をとさを

くそのま為探用ずることは諸種の事情から些か無

理ではあろうが、出来るだけこれに近からしめる

ことが結局プロックのコストそ低下させ、プロヅ

ク建築を普及させる一つの重要な要素と考えられ

る。

( 筆 者 ・ 靭 目 ス レ ー ト 株 式 合 町

朝日ス レート研究所員/

ス チ ー ル サ ッ シ ユ

ド ア ー

シャッター

オペレーター・伸縮戸・菌格子

設 計 ・ 製 作 ・ 修 理

日本サッシユ株式舎位

大限市東匡高麗橋二丁目九番手地

電話土佐堀@2995 ・39i 9番



{馬 戚

石と云う材料段、石部金吉と云う言葉も生じ? と

位「かた〈な」な材料の中でも右翼に類するもの

でその工法は最も摺濯の少ないものではなかろう

か ? それは木材の場合、樹種に範圏が買いとは

云へ鍛へきれない程の工具や加工機械も護達して

来? とのと較ぺて考えて見オl ばうなづける事だと思

弘猶関西では軟石に恵まれていない事が純綿の

石造建築が護遣し難い事になるのだろう。クラシ

ックな建物の一本石の才ーダーか石の鳥居ででも

なけず1 ば外装に石材が積まれであっても、あれは

化粧積だと云う先入観で見る伎は一般人の常識に

なっている。

「石」にして見れば何毘まで行つでも部屋佳み

で不服主主事7ざと思うが致し方の友い事で、たまけ

にコンクリートと云う石族から見れば人造人聞の

様なものが出現した現棋では倫更膚見がせまいと

云うわけになるが、それでも何かと云えば「晴れ

」そする役目をたほせっかるのは徳があ ると云う

ことだろうか。私は外避をとした経験がえ主いから石

造の建物を? とんのうするまで見込んだ究えも主主い

が一一石造建築の古典での最? とるものとしてよ〈

聞かされるパルテノンには面白い話題が包まれて

いると思う。何事にかけても理論者とぬき忙して審

美出来ない性癖の現代人が見て「パルテノン」は

石造として「買. っとう」な建'助だろうか? 石の列

柱と云うものは見ていて r ぅ主主んだられ石はー

積み重ねるのが最も自然で無理の少いものだと云

うととは幾何製のA B Cだ し、その上人の眼を無

しまそうと云ふ事になれば彫刻をほどとして行く

のが自然のなり行きだ。そんな事はどう、でも よい

そデユ{ ルが r うのキャピタ J レがどうのと云う云

い方ぞかりれば、他方素材を最も合理的に使用す

るのが云々と云う理論の方はどうなるのだろう。

私には石の鳥居はいくら立派なものでも木の鳥居

程の感銘を輿えられたためしがない。そう云うわ

石 造 建

一
一

田

築

男

けで篤真の上での事だがパルテノンよりタジマハ

ールの方によ判断、感銘をうける. 木材と云う材

料が桂の形式で使用されるのが聴明なことである

様に一- 11患で多の山歩きをする私には丸太積の山

小屋に劃して趣味者と云う身びいきの眼がねをか

ける様になるのだが、設計者としての眼には豊富

な素材右素朴じとなした魅力と寒地の特異性は認

めるが温帯地方の吾川こは「愚鈍と云へば祭の毒

だが、持てるものには敵はないなあー J e 云う風

にうつりがちだ。

その様に不自由な石材をやはり 強算があれば使

いたいと思う心は有機物のもつ魅力とでも云おう

か ? そんな感覚はアパングールで機械による二

次製品の味をめでてこそ近代人だと云うアパンギ

ヤルドがいるかもしれ友いがそれは一つの失念と

云うものではなかろうか? 神戸の居留地に人造

石洗出 L の外援で質に素晴らしい仕事をしたもの

がある。恐らく洗出しめ技巧としてはとれ以上考

えられないと云う程のものだがさてそれを見てい

てどう感じるかと云えば一一よい出来のぺニヤを

見ているのと似た感じがする。洗出しと本石。ぺ

= ヤと良い自の木材。とれはナイロンと本絹の比

較迄話が飛ぶかも l れないが、 ζ の場合は多少遣

った要素が加わって来る。

人聞が人聞の肉体を美しいものと感今る以上、

すべての材料はそれぞれのもつ「おもむき」で吾

々そ書籍しませて呉れる。 'jJ・ラスや織の様な二次製

品には偶然が無いだけに近代社舎の感慨にマッチ

するわけだが、その反面偶然の多い自然の材料に

ひかれる気持も捨てられないと云うのが現代人い

や人間の本性なのかとも思い叉それ程誼化の妙は

永却のものかと多少宗数的左様な巌粛えま焦持ちに

なっで見るとともある。

倍、せちがらい現官にもどって石謹建築を問題

に、して見るとすればその工法の技巧上の事もある
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がそれよ P将来性についてであろうと思う。世合

経済の進展の本道から云えば人件費は上り運途費

は下ると云うのが本筋であろうが吾閣の事情宅・は

営分運送受に闘する限り明るい見透しは少い稜fさ

猫枇舎の要求する工期と云う結も合せ考へて見る

時、石材は他の材料に比較してカムパックのピッ

チは温いと見られるのが至営だろう。まして構造

主休に使用すると云う事はー憶は一般性が非常に

少ない. 併し大谷石の場合はその特性に よる 需要

は関東地方に多い布石としての使用以外に業者の

組織的な努力がなされる時には或る程度開拓の余

地はある様に感守る。手島石は大谷石に較ペて帝

園ホテルが無いだけにフアヅシヨンパリク〈こ内

は私の勝手につけた名だが一一〉の上で損をして

いると思う がさ てその絶望オ量はどうだろうか。や

はり石材は奮来以上に高債なものになる傾向は認

めるとしても全然忘れて失わない限り面白い使い

方もあろう。それに又一一建築に劃してもファッ

シヨンと云. ふ人間の祭まぐれもああのだから奮来

の美人型必歩しも捨てたものでも友く、大いに近

代的な化粧法そ研究すべき事だろう.

スタンドパー「シスターJ の石謹について

甲種防火地区内に10坪そこそとの v ストラン系

の建物密計衝する時、その主体構造にはー臆織筋

コンクリート遥か ν ンガ造が脳裏に浮ぷ。併し誰

しもが迷わす専にそれらの材料に飛びつ{ と云うわ

けにも行〈まい. 私も箪僚に余裕が少なくコンク

リートの普通の仕上では費がないし、 ν ンヵ，. *宣で

然 1 図 ス タ ン ド バー「シ ....!J. - J 立 面 図

は下手すると倉庫の様になるしーーと云った庭で

多少なら歩思い迷うていた矢先、大谷石の壁積の

現場- i e 廻っていくら位かかるものかと無曹に問い

かけたのが登端で使え主主いととも友きそうTざと感

じて色々考えて見た後壁積として大谷石を佼うと

とにした。それに封して一番困る事は法規の規定

する壁厚 1 尺と云う寸法で規模の大きいものなら

兎も角、卒家でとの程度のものなら 8 寸厚で力接

的にも満足すれば営局に諒解 L て貰えるだろうと

云う考えで設計した慮、王E解ある態度に接し全〈

嬉しく思うた事だった。で壁は 8寸 x1尺 長 3尺の

ものを基本型としてデザインした 。詳細は周商に

よられたい。内部営業室廻りは素材を仕上けて化

粧にした。裏方の方の内壁はシックイ塗仕上とし

た。治工華をそ上けないためにはスチールサッシユ

主主少くする目的で台所便所等の窓はプロックそぬ

いてヲイヤ? カ・ラスを直接にパテ押へでとめた.

こんなととが簡皐に出来るのは御存知の様に夜石

の特徴の一つだと思う。工事は特命で正月栓はさ

んだため、 3 ク月近くも要したがこれはもっと短

縮出来る. 関西には手馴れた職人が皆無に泣いの

か難貼で東京からの出彊と偶然京都にいた職人と

で加工を t . ，とことは今後考えねばならぬことだろ

う。彫刻も浮肉とか筋掘りが築に出来るものだか

ら工具の寸法と使ひ方をのみ込めば木彫よりは費

用もぐっと安〈使う事が出来る。勿論現寸の手聞

けかかるがしばらく還ずかっていただけに築しい

ものだった. 工費は附帯設備を別にして建築工事

のみで坪蛍り 4 万円程で出来た。併L 肉部の彫刻

j ヒIiJ

，，d- 12 寺 4 写 冶 ? 。 よ 叫 色白一一一一一ー
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系金然出来なかったのが残念だったが、工費ｾ考

えに入れて見? と時必しも失敗したとほ感じていな

い. 唯デグ 4 ンの上では外部の看板とデントヲ器

具及建具の色彩には眼をつぶって頂きたい。猫プ

ランはちょっと書きなものを感ぜられると思うが将

来第 2 瞥業室を階段室として銭骨ワ，1 ' ヤーガラス

張りの軽構造による 2 階増築を考慮した。( とと

の昆は建築課の方々 には讃んで頂かな いととにお

願ひしたい。〉台所よりはリフトそつける激定。

其の他は眼光紙背に徹すると云へば大けさだが、

まあそんな然分で見て頂きたい。

法規のとと主主 r について一一。

ととまで予慌た努ひに乗じて多少の余談をやりた

い。甲防地区内の建物の復興に劃して法規のしめ

る役割はかな b大き い。理論的な無質等を突 こう

とは思わないが、日頃生意祭に も不思議に感じて

いるととは建築界の法規に封する関心の薄いこと

ぜある。最も祉舎と接簡の深い法規に闘して小論

一つ登表されたという喜容を聞か主主いのはどうした

事だろう。皮肉ではないが祉舎のための建築を叫

ばれる御仁にも見うけられる佼訟のだから奇特な

人の 1人や 2 人は出ても主主支えないと 思う 。モれ

とも杏園の官吏服務規程の中には自分のたづきわ

っている仕事 に劃して意見を公表すると云う事は

内規で禁じているのだろうか。それ程建築界は喰

うね温われていると云えばそれ迄だが、吾園民性

の盲貼fざとしたら残念な話官。 I鬼門」と云う暴

力圏がうようよしでいてもそれぞ検母し主う 'と云

う桃太郎も出て来ないのが吾が建築界と云うもの

なんだからとうそぶ〈御仁もあるかも知れないが

一一若し鬼門を退治した建築家があれば纂術院賞

以上に比敵するる大事業だと私は思うが一一。そ

して叉減法子の類の ものを捨てさらない限り近代

位舎としての珪展は望めたいと云うことはもうさ

とられたととだと思う が。それとも否々はもっと

肉類そ喰べて先づ血の量を増やすことが先決問題

だろうか?

後書Co いかさまの悪文に加うるに欲張って早口でや P

ましたので、ｊＨめいなる勝兄￠御愛情のある御 ｾＲ 貨を乞

う次第口調書パー ジヌタ ーに闘して古島曾f ' t おいてはわざわ

ざ見事舎を計画して頂いたが施主の主主綾な事情の第実現

出来なかった穆は淘に私の非力 のしからしむる虎で重々

お詑ぴ申上げる次官官ロ併せて大方の御鯨承を願上げます

スタ ンドバー シスター

位 置大阪市東Wl : l ! 修町五丁目三三〈ガスピ P 裏側〉

建築面綴 10.5 坪 後 功 昭 和 25 年 2 月

設 計 三 回 一 男 施 工 室 谷 建 築 ヱ 房

左 スタ ン ド バ ー ｩｖ｟ＢＧ ＺｉＡ Ｍｊ 矩世十回 ｃ ｾｾ 商〉

右 金 上 卒 商 圏

ト ー 側 一 寸J : ; zr-w一 寸 1.....1

一一- 一一一一一ー一一 .. ... . SC)  A 柑 l  
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英 図 の 組 立 式 コ ン ク Y ー ト 構 造 の 一 例

私は構造事は専門遣いで通うるから、私の意見に

は誤りがあるかも知れ主主いし、叉ことに述ペる構

造法はその方面では既に御承知かも知れない事を

御断りする。

英園に My ko syst cmと云う 組立式錨筋 コーンク

V ート 構造法がある。床のスラプ及び梁の構造法

に特色があり、験時中に登達した ものだが、職後

の住宅復興に賞つで も庚 〈用いられて好評を博し

て い る ら し し 英園の雑誌に時々庚告が出ている

MYk o床の栂念

この床構造は一言にして云えばプリカス トと現

場村の鱗筋コンクリ{ トそ組合わせたものだが、

それをと詳しく分ければ次の 3つの部分から成り立

つ( 第1園参照〉。

( 1) 宮配合繊筋コ ンク リートの中心部を 3 方か

ら合泡性軽量鎖鐸コンク リートで包んだプ ロカス

トの梁. 2 種のコンクリートは同時に接動打ちさ

れているので充分結合している。 梁の上端は粗面

のままとし、周の様にスタラヅ プ; a 突出させて置

く。

( 2) 合泡性軽量鏑鐸コンク リートのプリカスト

のスラプ. 梁 t亡作られた腰掛の駿面にかかる。

( 3) その上を現場打ちの餓 筋 コン ク リートスラ

プで被覆する.

以 上 で 明 か な 遁 れ 梁 と 現場打ちの鱗筋コンク

第 一 回

28 
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リートスラプとは、梁の上端が粗面 t亡しであると

と及び梁の上端に突出したスタラップとスラプ筋

を累結タると と陀よって完全に一体となる 。その

強度は英園の Bui! di ng R escarch Stat i on の保

詮付の由でるる . 屋上スラフ・の場合は此の被覆ス

ラプの上商を勾配; a つけたととじよる静街宣の増

加はスラプの厚さの増加によ P強度上相殺される

梁は第 2 園 〈圏中の番践は施工の順序; a 示す〉

の如く、簡単な型枠を台上にのせ、横倒しの扶態

でコンクリート及び鯨筋注入れ、ヲたに台; a90度四

時して普通扶態にし振動［￦ 加え ｾ Ｎ振動 後直ちに

梁の南側の型枠は除き底板のみ残す。コン ク リー

ト詰め及び振動; a 合せて 1 本の梁に つき約10分間

しか要しない。養生は天候によ T 3 日乃至 7 日と

する。

普通の断面の梁の最大喪は17択8吋 ( 5. 4m) で、

それ以下の長 さの梁は同一型枠を周いる。とれ以

上の長さにな ると梁の断面積を増しで もよ いが大

梁を使う方が経済的である.

第 3 闘はプリカストの住の上に大梁ぞかけた場

合を示す。先今桂の上にプリカストの大梁をのせ

る。との大梁は重量を波じ取扱いそ容易にするた

めに 2 本に分けて作る。次にその大梁の上に現場

で打ち足しそ行って成を増し構造上所要の断面積

とたる様にする。との場合プリストの大梁の上に

前述のプリカストの小梁をのせ、小梁の聞には

鏑鐸コンクヲート版; a 渡し、打ち

足し大梁の爾側面にも同{ ; < 鏑録

コングリート版; a 営て、被覆スラ

プも大梁のわち足しもすべて同時

にコンクリート打ちを行う。従っ

て後から取り除〈型枠としては桂

上の大梁の出舎う僅か友際聞だけ

である. 倫プりカストの桂も上部

へ鱒筋; a 突出させて置き、それぞ

打ち足しの大梁の中へ曲け込むか



1  悶冒ｾ玉正己み ｖａ l  

m. .麗議筋 5

ら、構造は完全に一体となる。この方法でスパン

25択 ( 7. 6m) 迄は可能でるる。

壁は問題になってい友い。何故ならば欧米では

すべて現場施工のラーメン構造の場合でも壁は

煉瓦やプロックを積む事が多しもともと組立式

構造でるるからだ。しかも住宅の場合たどはそれ

が Bear i ng wal l になっているととが多い。壁の

意義は遮断にあれ問題はむしろ如何に軽量で遮

断性良〈安債なプロックを作るかにある。詳し

い事は判らぬが‘ スエーデンで最近褒明された

第三回

ア¥)11λ ト量吉伸コ汁叫肱

主' j 崎主協一一

キ主範枝上旬 1: 実出し ι 一一一+

ｊ［ ｊ 臣内主主主制 ｔ 喜ＱｬｾＱＺ鈎 ｉｴ ￏ｢ も

Hol co Bl ock( 又は Vi bro- bl ock) な r は優秀た

ものらしい。との賠わが圏の組立コンクリート構

造が壁と架構の一体性を得るのに苦心している の

とは異っている。

My k O syst emの特色

プリファプの床には必要僚件がある。その僚件

に従って My k o syst em の特色を列息して見ょ

う.

( 1 ) 安債でるること. 型枠が殆 r不要で・しかも

施工が簡患で熟練工を必要としたい。プリカスト

部分も現場内で簡単に作るのでるるから、工場製

品の様に荷造 bの必要な〈叉運搬中の破損もない

スラフＢｾ

E盟主器材被tZスラ 7・

アリ舟スト鉱鉾コオリート板

門YKO式 ア1)// "1. 十議

宮k留軍コシヴ叫

スIf ラヲブ@

よ 絡 協

主ｾ

天干F叙膏すれ
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プリカストの梁は標準の大きさで択営り 18ポンド

( m営り 26.8 kg) 、鏑鋒コンクザート版は 1枚 13

ポンド (5. 9 kg) で甚だ聴いから現場内での運 搬

の努力 も少な い。ま ? と天井>e彊るの に直接梁下に

釘打ち出来るととも工費を安くする。

( 2) 工期の短いとと 。全般的に工期の短いとと

は常然であるが、特に注目すべきは塵上スラプの

場合であ答。普通行われる鱗筋コンクリートス

ラプの上に軽量コンクリートそ打って、熱 遮断居と

し、その上に防水居 >e作る方法の場合には、軽 量

コンクリートが充分乾燥し? と後に防水工事が施工

されねばならない。シ ンーグコンク リート等は吸

水し易いから、降雨のあった場合は充分乾燥する

迄忙相営日数そ待たねばならない。さも扱いと閉

ゼ込められた水分は蒸聾出来す事室内へしみ出す.

My k o 式は吸7l <. 性の少 ない コンクリートスラプの

方が上層? にあるか ら‘ 降雨があっても業主時間後に

は防水工事が施工可能で・あ る。従って雨の多い地

方叉は季節の場合工期の黙で有利であミ5.

( 3) 熱 と普響の遮断が良いこと。鏑鐸コ ンク リ

ートの部は強度上は意義がないが、遮断性は良好

である。勲遮断の貼では屋根スラプに使用した場

合特に他の遮断屠ぞ設ける 必要がないそうでるる

( 但し天井は設けるとしての話でSうろうと思う〉。

音響遮断については鏑鋒コンクリートの材料の特

性及びその粗面が有効な作用をするから、とれま

た優秀である。夫弁を貼れば更に充分満足な欽態

となる。

く4) 一体構造と在るとと。とれは最早説明の要

はさとい。尚間仕切壁が Beat i ng w a"! : 7 ) 場合には

床スラプが現場打ちであるから、他のプリファプ

の床の様に間仕切壁の厚みの上で突き付けにして

壁 厚の半分だけでしかも支持されていえt ' . . r-と云う

様 な こ と が な し 壁 厚 の 全 体 にE って支持される

c とも構造上有利である。

( 5) 床の開口が自由にあけら :h ること。床スラ

プが現場打ちであるから、大低の場合はスラプ筋

>e補強して自由に関口が作れる。また開口の長さ

に営る 2 漫の梁を L 型に作って置いて、関口の幅

に嘗 る位置に梁を L V下謹にかけて渡せば、関口

の周囲に梁を周らすととも出来る. パイプ等を遁

すI} 、孔は現場スラプ>e打つ時に作って置いて、鏑

鋒コンクリート版は後で打ち抜けば良い。

( 6) 配管、配線が容易なとと。普通のコ ンク リ

ートスラプ又は空洞煉瓦のスラプの場合は、配管

及び配線を埋め込めば後から近す浮き難いし、露出

工事と しても取り付けが困難で ある 。この場合は

床スラずも梁も釘打ち可能であるから後からの取

付けは容易で、しかも梁下端を透す時にはパイプ

の太さだけ鏑&$ コンクリ F トを容易に切り込んで

遁せばよいから、梁下に出さないで慎む。天井は

梁下端に直接ぶード >e釘打ちするととも、または

メタルラス >e取りつけてプラスター塗とするもの

も簡単である。

(7) 短形でない自由主主形のスラプが可能なとと

梁の憂きそ費え、梁の間隔>e費える Tざけで、軽量

スラプは自由に切れるから、普通の現場打スラプ

と同様に自由主主形の床が作れる。

( 8) 天井に亀裂を生じないこと。床スラプは完

全に一体であれしかも天井は梁下端に取り付い

てスラプとは隔っているから、床の不同な接みの

影響から逃れていて亀裂そ生じない.

( 9) 庇の出ぜるとと。プリカストの床は庇の出

し難い ものfさが、との場合はスラプの主体は現場

打ちであ るから、その儲筋をカ ンテ Lノパーに出す

ととで庇を作るととが出来る。 2 択迄の突出なれ

ば支柱は不要である. 以上

〈筆者京都ヱ繁繊維大事助教授う

E霊協物物幽 222砂僚の窟

同タログ贈号「
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ト構造解設補足鉄筋混凝土造公営アパー

良E九権米久

桂梁形を別に設けない壁式構造を採用して

いるが計算に蛍つては日本建築接舎の鋼筋コ

建設省の震に私の事務所で設計を した昭和

24年度の錬筋コンク ワート 遣公皆ア パ ー ト (

49- A形〉に就ては、昨年の日本建築製舎大

食に於いて工事博士二見工大数授から説明が

あり、叉本年 1 月日本建築襲舎から蛮行され

た「鋼筋ヨンクリペト建築工事の指針」と題

する冊子に集録されているので、誌では上記

に漏れている部分を補う事に主眼. : a 置き 、夏

じ25年度案 ( 50- B形〉 に言及す る事とした

幸に諸兄の御参考とならば幸甚と思う b

本建物は篤真 1に示す如きヰ地階及地上 4

階建の鋪筋コシクザート遣である。

【昭和2G年 1 月蛮行日本建築揮色合編 銅筋コンク B

ート建築工事の指針60頁拳 00]

ンクリート構造計算規準、即ちラーメン構造

の一般的た解法を採用ししてある事上記冊子

に示された通りであるが下記諸鮪に就て特記

する。

( 1 ) 壁版の庄で計算した場合関カ補正必

要の有無そ 同一部材断面・床高・梁聞を有

するー居ラーメンで解いた結果女の通り英の

必要の無い事が判明し? と。〈第 1 闘参照〉
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4850000 

品 =Ib/l = ττ 守 一 =4150

l 1iυ 

15000000 

必 =I b/ h= --270' 一 =55600

4150 

￟］ 品Ｏ必］扇面百 ］ＰＮｏ￭Ｔｾ

1+3s' +36Sc 

MAZ =- Ph/ 21+63 ' +36S c =  

1+0. 54+1. 51 

- Ph/ 2 i  -+- i:08十i:oI =  - Ph/ 2 xO. 58 

努力を省略すれば

1+3s  

MAB= - P h/ 2一 一 = - Ph/ 2 

1+6s  

1  +0. 255 

寸 +0. 5吉 = - Ph/ 2 x  0.845 

( ] [ )  長手方向の横力に劃しては A 、C 爾

ラーメンが均等に負櫓し、短張閣方向には雨

妻壁及中間 2ク所の無関口耐後壁が7 5 %、6

枚の階段室壁が2 5 %を負権している. 中間桁

行 B ラーメンは A 及Cr亡比して貧弱であお篤

に横力を負権せしめ無い事になったが、梁及

桂の設計には筏力分布係! i ' 慣定して弘程度の

金貸力がかかるものとし、此の場合でも安全

である様に設計した。〈第2圃参照〉

( ] [ )  鉛宮荷重に劃しては南端固定として

算術的に躍カを合算して断面を決定した。桂

Cs 及Cs は鉛育荷重のみそ持し筏力は無視し

であるが、無腕 しない場合の謄力圏は戎の通

りでまうる。

南北ラーメンは第3図の如〈友る。 α 、

Cs は賞在する から之を加えて計算しでも Cs

Cs の桂は小さいから梁に於けるMはCl C2端

に於て最大にして Cs，Cs  -t.e除外して計算せ

るものより小さい。

試みに、 Cs 、Cs に於て可能主主る柱を設け

たるものとすれば、第4図の如くに主主る〈桂脚

固定解除-t.e行う〉

くl V) 方立の設計は下記の如〈決定した。

A ) 方立の設計

( 1) 臆 カ

今中央スパンの W G-t.e e T  、爾立に Mc-t.e

作用すれば第5 - A図の如くなる。 c註1)
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之によって方位に生守る軸力は第 5 - B 図

の如くなる。即ち中央の方 ｦ 立は ｐ･ｾ 受けな

いか ら横力を受けても安全である. 叉鉛曹に

よる Pf は第6図の如し.

断 面 算 定

※  塵力ｾ受くる場合・…… ・ 方立 ｉｄ じ就て

( 最小符) lk =  260/15 =  17. 3cmー→ 20c m

とする。( 第7図参照〉

AC= 4 0 0 c mE i 521cmt  

A C'  =  15 x  8. 04= 121 f  

許容耐力 45kg/ cm宝=23500 =  23. 5t ( 工場生

産とすれば更に許容耐力右上け得る〉

A C  =400 

A C'=4. 52 x15=72 

許容耐力 45 x472=21500 = 2 1. .5t 
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i回 目
E事4

A ・A

c=...:- 11. '7O _ _ J  

庁ワ図

③ 

( G+P)  Pf =20. 63t く 23.5 O. K 

( G+ P + l ( )  斤 =20 63) 42.93t く2 x

P J =22. 3 t  23. 5=47. 0t  

⑮ 

方 立 ( Cs)

( G+P)  ④に同じ

くG + P+ l ( ) Pe= o  

万=・・・…・・ ④が無い場合そ一

時 的に説 乏し且、同断商 とし

て も Pf = 2  x20. 63=41. 26 く

47.0t 人 O. K. 管際は20x50

断面として ある。

引 張 の 場 合

(jf) 方 立

( G+ P +I0 Ａ ｾ ］ｾｾＧｾｮＡｬ＠ 1. 67t 

万 =20.63t i  

1. 67/2.4 =  0  i  c m 

V. S. E. 1- 22φ( 3.8cm
2  

)  

各階全部問題fr商 とし配筋はく第 7 図のA 、

B )  I'L. 依 手。

@.方 立の細部 設計

1階 にて N=20630kg、 接絢商の許容局部

塵縮怒力度 σc，. 守弘Fc =  i Okg/c m
z
、銀筋を

N  20630 

1. 6% とすれば A c= 五百平万5=河(HO: U)

=  240cm
2  

人 12x20c mとし、 V. S. E. l "' : "22φ= ( 3. 8cm'  )  

33 



9図の( B) としてMB C、M cBJ;.は め 第9図の ( C )

も 斗 吋 の 如 き 俵 定 で 解 明 美 の 誤 諮 問9図下段の如

j  きである。

ω 〔註2)

W Gは方立に依り支持されるから第10図の如き

饗伎が起れば偏心Mr亡依り破壊はなきか.

此の点は木造叉はプロック遁と異なり費位は極徴

量である. 本建物に点似せる第10図の場合のぢは

Tj Gfqγ11 

l ' U"電 話ー

' i15L .1. ぷ才い

J T  a叶・ト十

γ 4 H  

i l M平 U

笠

，. h  

a  併ーー ｾｵｬｬｴ｟ ー・‘

併= 手当

ドーー ｾ Ｎ ｲＮ ーＭ・ Ｔ
?ヤ 10図

Ber t sch・に依れば割裂力 P は(3=b/ a=0. 2 I ' C於い

て0. 24Nとなる.

P =  0.24 x  20630 =  4930kg 

肋筋l ft=1t / c m
2

( 埋込がなき故〉として、 a=4. 93

/1 == 4. 93cm

2  

.:aφ8本とする (2段にて〉倫方立の頭

部を 4- 12φ 突出しおき、 W Gに固定せしめる。

母体 Cr ackの検定 〈第8図参照〉

d maXi  =側一1 蜘 2(32) =る

=  ( 056- 1. 3 x 0.48 + 2 x 0.48
2

)  

20630 

20支-20 =20. 6<25kg/ cm
2  

人 O. K.

耐震壁は地震の際でも費伎が少な く偏心による

破壊は起らない.

( 5)  耐震壁の費形による方立脆落の有無に就

いて検討したが下記の通り

その心心配は無い。

〔註り

簡単な例を試みて見ると

( 第9図参照〉

第9図の ( A) の如〈して

解きたるものを略算的に第

34 

l ) = l) s + l)bl +  ob2 

2. 5Ph .  P h
2  

M h
2  

= 互
wEc 十互喜子十 2EcI

A 叩 = ＱＳＴＶＰ｣ｭｾ＠ M =  1i 8t m 

Ec=210000kg/ cm
2  

P=42. 8t  

1 =  16. 6cm
2  

として求めれば

l ) = 0. 0113 +0. 00111 +0. 00028= O. Ol 46i cm 

にすぎない.

( 6)  50- B 形の設計は4 9 - A形と同一構想の

もとになされたが、施工の容易等そ考慮して次の

諸点に改良を加えた。

h=300c m 

( 1)  耐震壁の 利 之Concret eの努断強さに等し

，A! :  、

い 聞 入 れ る と し て ( 而 ) よ り 算 定 し た . 但 質

際は之より多〈入れてある。

Di agonal の φは施工的に逆効果そ奥へるから用

い君主い.

(2)  桂筋の被りそ良〈入れる震に 85c m聞及

び- 150c m聞に配筋する様に算定した.

( 第11図A 参照〉

( 3)  耐震壁の努断力が大きいから n 点の主磨重

力度. : aCheak したが是民十分安全でるった。

〈第11図B 参照〉

( 4)  主穣力度の検討 ( 第11図 C 参照〉

J = l 附 0000川 崎 : 手 =5000∞Oc m
8

M =  40320000kg;  m 

マ

語
e

一
勺

D

Z

F

朝
、

J

4

一日

H

H

H

H
廿

日

日

比

日

一

胸

C

離

散

B

図

?ι
目

み

A



40320000 

伽= 吉而白百百= =8. 1kg/ c m 2  

t==4. 05+.v' 16.4芋16== 4. 05 +5. 7 ==9. 75( 張力) 1  

t==4. 05- 5. 7==- 1. 65 r  

然し壁自室による bcが加わるから問題にならぬ.

( 5)  織筋量について ( 第11図D参照)

bα につき A c m.:a縦横に入れる時の φの 務、さは

ft == 2400kg/  c m
2

として

2400axO. 7 x2== 3400a 

是 が0. 7Qに等しい事を要する故

3400a=0. 7Q.  

今I聞に就き A c m
2

現断力 ==Q=9Ac

( Ac== コンクリートの断面積 9kg/ 亡m
Z

==j り

.  3400A == 0.7 x  9Acよ=6. 3Ac

A== 会と寸れば 3400 会==6 仙

人 m==540 之を 500とする s

耐震壁のゆは下記の如くに定める。

1 W 1 5 × 100 

ｯ｣ｭｾ 了 ］］Ｓｌｭ
Ｒ

9φ 4 0 c m@ー→3 0 @十文字ダブル

18 x  100 

18c m一一一一ー ==3. 6cm
2

500 

9 φ3 5 c m@ー→30. @十文字ダプル

22 x100 伺

22αn 一一一一一 ==4. 4cm
2  

500 

9 φ2 9 c m@ー →2 5 @十文字グプル

( 6)  桁行方向の階段室の界壁にも僅少の横力

分布係数. : a 採ったが、との程度の分担筏カに劃し

ての検討の結果は壁も基礎のRocki ng も共に安全

であった。

( 7)  I横力分布係数の俵定は49型と同様 Cent er

of maSSを考慮に入れた.

( 8)  地耐力度10t / m
z

とせる軍事 A 部に大きな布

基礎そ設けて基礎面積. : a 増大ぜしめた。之はぜ

る部分. : a べた基礎にするより経済と思う. 然し

15t j m
2  

(49型と同じ〉が許容され L ぱ は巾 60c m

位の軽徴なものになる。( 第11図E 参照〉

く9) 桂の受けミ5直接現断に劃する Di agonal φ  

は 第11図のF の如く入tt Si ngl e として ConCr et e

のまわりを良くした。

( 10)  床版主筋には13 ゆ'をと入れてある。

( 11)  横力による Meの 軽 減 等 は 第11図のG の

如 < == l' 関口長さ + ( 3 0 c mx むとした。

( 12)  月 梁伏図に於けるB2梁 は Bl ock Wal l そ

蝦枠代用に利用するものとした。

( 筆者・久米建築事1iif3庁長〉

新刊書籍紹介 〔鯨の母〕

本容は当協曾員、奥村丈太郎氏。筆になるもので、I J ! (

に子を持つ鯨c 哀憶を其c 昔 汐 風c 香 P も高い筆者。郷

里Ｈ紀伊熊野〉に起った実話でｾに興味ある良蓉である

ので紹介する所以である。遊行E庁は大阪市阿倍野区昭和1

町 中 4 丁目 12番地@ オーケー舎で く債格一割1120 図〉

九州建設業名鑑

本書は九州各勝 、 に亘る建綬大臣、ｾ知事。登録業者約

千4'i を絡事量牧録し、更に官際関係c 建俊部門。関係各所

長係長以上を会部枚録、何建俊業法及施行令、施行細則

を併せ搭載せるも@ である。蛮行所は顧問市長漢町 2 丁

目10 土木建築新報庇 ( 定 債 ￥350)
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量 産 住 宅 に 関 す る の 問 題

太平洋戦争の結果、 ー殿勝圏、鞍敗閣の区別なく

佐宅問題材深刻である. 勿論その閣の宮の紙態に

膝じてその質と量には著しい義異があるととぽあ

るけれ r もそうして現在各園共多量の住宅建設

の計曾及び管施に努力しつつある。此の問題そめ

〈・・0 て、最も屡々話題に上っているのが量産住宅

であらう. 職時中主として工場勢務者用の住宅の

ために、} 時量産住宅の論議が沸いたけれ r も、

最涯の鵠揺はそれにも増して喧ましい。

さて量産住宅に関して先づ現われる現象は、コ

ムプリート・ハクスの量産、つま b平面も立面 も

叉使用する材料及び構造に到るまで、金く同種同

型の家屋を多量に生産して、建築費を縮少し低廉

な家屋をま宜らうとする試みである。吾園に於ても

終戦後mr ちに現われたのが此の種の住宅であって

種々雑多な組立家屋が市場に宜侮され、各世競っ

てそデルハウスそ建て且建て費りそさえ始めたの

である. 然るに多量生産によって始めてその意義

のあるべき之等の組立家屋が rれもとれも需要者

のないために失敗に蹄したこと信一見ー不思議な位

であった. 1 : . . うして自動車や自縛I I ! は111- 的危形

なしてお b乍ら市場債値があるにも拘らすヘ量産

住宅は賀れなかっセのか? それは先づ住宅は自縛

車や自監事とは比較に主主らぬ程高債なととが第一

の原因と看倣されよう。今の経済欺態では自動車

さえ買える人は殆E ないが、自時寧ならそれが周

じ型の量産品であって も必要に迫らがれば買うと

とが可能である。所が住宅1 t : t J : ると 必要に迫られ

る人は頗る多いに も拘らすヘ経済的に金〈手が出

ない. 組立住宅の失敗の原因の一つはここにある

と思われる。それでは若 L 限 りに経済欣態が好縛

して個人で買える程度に組立住宅が低廉に主主った

として一体その需要は搬増するTさろうか? 之も甚

Tさ疑問である. 最近( J ) 雑誌はアメリカに於ても、

住宅難は可成り深刻であり乍ふかかる量産住宅

の賀行不振を報じている. 勿論アメリカに於亡も
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住宅そ容易に買える程一般大衆の経済扶熊は豊か

でけ主主いかも知れ主主い。けれ r も吾閣の ν ペル ξ

ぽ比較にたらたい. 従ってかかる量産住宅の賀行

不振の原因には経済的なものの外に、米fさ何かお

るととを思わぜるのである. 恐らく此の漫にコム

プりート・ハクスとしての量産住宅の本質的に背

負っている重大な欠陥がある犠に思ゐれる。即ち

自縛草や自動車は機械であって、その良否は機織

をしての能率の良否に支配される. 之に反して住

宅は機棋でけない. 機械的な宇宙即ち機能性防備

えてはいるけれ r も機能ぞ満足させたfざけてけ済

tまされない言わば非機能性をも併有している. 機

織には自分の好みに合わせる余地は原則としてEを

されていないが、非機能性; a 併有する供宅には自

分0) 好みを挿入する余地が充分にEをされている.

しかも自分の好みに合わせたい慾撃はすべての人

に極めて強いのずるｾＮ所が組立家屋のま口き量産

住宅ぽ自分の好みを入れる余地が極めて制限され

ているか或は金〈無いのが常であって、同じ建て

るならかかる融通性の乏しい量産住宅ではなし

自分の思うままの家を建てたいと思うのが自然で

ある. ととにコムプリート・ハタスの量産の振わ

t J : い大きな原因があると思われる。以上は企業と

して成 P立ち難い原因であって、今極端な祉曾主

義社舎を想定して政府叉除去共個体が同種向型の

住宅の量産を行うと云う場合にけ勿論詰は別であ

る。しかしそれでも備自艶草や自縛車と金〈同犠

に取扱うととは危険ぜあると思われる。尚吾々が

ととで考えねばならない吾園特有の問題がああ.

即ちそれは生活様式の= 重性と言うことである.

従って一際一定の生活様式を持つアメリカじ於げ

る以上に吾闘では量産住宅の聾援が困難脱される

のである. どの程度まで椅子式生活そ取入れ、 r

の程度まで坐式生活そ取入れるかの具体的な判定

は極めて困難と言わねば主主ら君主い. 生活様式は之

を強制することが出来ないからぞある.



か〈してコムプリート・ハヲスの量産じ失散し

た吾々の辿る路段、自ら家屋を構成するストラグ

チユラル・エ ν メンツ( 構造素材〉の量産へ向う

即ち量牽コムプリート・ハウスが極めて融通性に

乏しかったのに比して量産隣遁素材ぽ可成り隠遁

性. : r e 持っており、従って人間の本性たる自己の表

現つま b ことでは自分の好みに合tまぜると云うと

とが遁に容易であ b尚且量産の利鮎を失わない.

しかも之に投守る資本は比較的少〈て慎み従ヲて

経済的な危険性が少いから企業としても成り立ち

得るのでるる。之は例へばパネル式の壁や床、桂

基礎、窓等停車造素材として分割j し得る範圏に分割

された素材の工場生産を意味する. 此の種の量産

は融通性がるると云う外に、製品の工場から現場

への総選がよ b容易であり且現場に於ける施工も

非常に簡単となる等の特徴をもっている。しかし

すべての量産製品は買い消費をと強定する. さうし

て建築に於ては古い様式の家にも新しい犠式の家

にも共通して使用出来る種類のものでなければ、

庚い滑焚そ期待す7 . 5 ことは先づ困難と見君主ければ

友らない。とれが叉二重生活の吾閣で構造素材の

量産さへ困難であろう事を暗示している。従って

本営の意味での 昇華道素材の量産も吾閣では未芦行

われ得ぬ現蹴でるる。

最後に最近のアメリカに於ける量産の新しい傾

向について附け加えるとととする. コムプリート

・ハクスの量産から構造素材の量産へと蛮展し? と

アメリヵでは最近更にファンクシヨナル・コムボ

ーネンツの量産へと登展しつつある。之は住宅に

於ける各種の設備を工場生産しようとする傾向で

るる。その最も顕著な例として廊の如きメカ= カ

ル・コ 7 j，旨描けるととが出来る. 即ち建築費の大

き主主部分そ占める配管工事費. : r e 節減する目的で、

電策、ガス、給排水等一切の配管に加えて、媛房

用のヒーターまでも} つの箱の中に牧めて、との

箱に外からの配管を集中させよう止するものであ

る。アーキテクチユラル・ v ヴユー 1949年12月鏡

ぽR ・3 ・ノイトラの設計になる此のメカニカル

・コアを、之を賓際に使用し? と住宅の宜例によっ

て紹介している. 之によると最も配管の多{ 要る

浴室と台所との聞に此のメカ= カル・コアを配置

している。叉台所の各種設備もすべ亡工場生産品

である.

設備らしい設備を持たなたい吾闘に於ては全く

夢の様主主話であるけれ r も、住宅の量産の進むべ

き方向そ示唆するものとして興味深いものがるる

要之量産住宅つまり住宅の工業化と言う賠から

すれば、その理想はヨムプリート・ハクスの量産

にある讐であるけれども、種々な事情からその褒

展が阻害され、巴むを得十構法繁材の量産へと時

向せぎるを得なくなっているのが現献である.

但しコムプリ{ ト・ハヲスの量産と構造素材の

量産との聞には到底超え難いギャップの・あるとと

を痛感するものである。 r最も大き君主障害け精神

的なものであるが、近代工事のカによって、今に

その障害: も克服されるであらう o J とノ 4 トラは

確信しているけれ r も.

〈量医者・京都ヱ蕗繊維大経務師〉

1. ^ テ ィ ー ル @ 枠

2. 混費電緩 E夢 用 の 鐙

3. 主 担 当 正 鴻 過 器

4. ｾ＠ 風 糧費

5. 合 所 へ の がr ^ 管

6. j j・ 1 の 姻 遺

7. 畑 道 c 基 部

8. 電 気 プ レ ヅ カ ー

9. 台 所 へ の 電 線

10. 浴 室 へ の 電 線

11. 水道栓( 外部からの〉

12. 20 ガ ロ シ 湯 機 器

13. 湯 沸 へ の 水 道 管

14. 給 湯 管

15. 汚 物 排 出 管

16. 向 上 遇 策 管

17. 使者E への 71 < 選管

18. 洗面若手への氷道管

19. シャワーへの71<選管

20. 浴 槽 へ の * 逝 管
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佐々木式プロック建築の機構及工程に就て

佐々木式ブロック建築の生れあ迄

大i E 4 年の春或動機から「セメントの持つ性能

が不遍的であって経済文化の母体をなす貴重な資

材である事じ着目して英の効用の向上を計らんと

苦心し之が研究に浪商彫像英他美術工事品そセメ

ントにて製産普及し、昭和 7年 よ れ プ ロ ッ ク 建

築の研究に着想し、同15年警視腐品川建築試験所

に於て最初の試験をパス、終職以来東大・早大・

日大、及関係官臨に於て 3 年有宇陀渉る各種賓物

破境試験. t . e 管施ぜられて優秀な成積を示し、殿災

各地に殿災各地に閤庫補助住宅其他を建設し今日

に至ミ5.

栴念と強度的視嬢

佐々木式プロック建築は全体. t . e 剛な箱とする考

え方であって荷重の集中する事r . t .耐2霊的に不利で

ある事から、箱や卵の強さにヒントを得て外設聴

力の原理を追究して幾多の質験を重ねた結果剛な

箱式簿遺体防「ロード J がー貼に集中する事なく

全面に分布する事により絶大な耐震強度が働〈事

在確め、以上の結論. t . e 以て佐k 木式プロック建築

の基本としたのである.

特 徴 の 綜 合

( 1 ) 自 重を著しく軽減し得るか ら借って銀筋の強

度が高まる事。

( 2) 壁休. t . e 中室にするから

温度、襟度、音響の問題そ

解決する。

( 3) 宅建材を節約できて基礎

工事が韓減される。

( 4) 施工に大なる仮設工事

や型枠ぞ委し主主い.

。〉施工カ:狭い敷地でも容

易であってE つ迅速に出来

イ左 々 木 吉

小

の確認も容易である 。

( i ) 工場生産で「プロック」ぞ用意するから工事

期聞を短縮し得る。

プロックの種類

1 . 壁休

A. 片面型 B. 南面塑 C. 版構造

2. 床版、屋線版. 軒プロック( 樋付〉

1. A壁体片珂型は3尺x 3尺角、厚さ 5寸- 6寸で外

は2 f 商とし、内側は周囲及周謹中心髄と面の

中心とを結ぶ、聞の字形の「リプJ を挫し、

他を凹禽となし周圏の厚みの部分には各 k 凹

溝. t . e 刻し、特に下方になる面にけ童文佃のコン

クリート注入孔. t . e 有する形態のもので内側の

回字型の「リプJ tc依って直割された四つの

角型凹嵩部はプロック組積後厚さ 5 分のコン

クリート版にて塞ぎ中2きとするものである。

1. B. 壁休南面型は内外南側共2 f 商にして、中空

部tま型枠. t . e 引抜いて作ちれる. 寸法付3尺 x1

.5尺叉は1 . 5尺x 1. 5尺 厚5寸- 7寸

1. C. 壁体版勝進財 3尺x 3尺厚 1寸: て各周漫に及

中央縦線じ添って外方に傾斜. t . e 有する切込を

有し. 組積に際して現場打コンクリート桂に

棋着される機守警になっている. .

る。

( 6) プロ ック相互の結合が

完全に施工が出来て、工事 東京銀泣白・合
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Ｔ 垂直唱ｾ苛冒 ｌ

Ｍｾ・ ＰＭ

1 孟品主

重!1Jn..

コ払
了 白 目

」 主 一 弘 .

二窃- - 立

虚血一亘」

. . . . : : r . . 且且阜. ; ' i l - u lt! s

扇己睡ＹＮＮＮＮ｟ｾ坤短丹色

C. . Q) b 壁体肢構造シシグ; L - r.t 3尺 x 5尺 角 、 厚

1. 2- 1 . の版在外商にあて、内側ぽプロックの

桂ぞ建てコンクリートで棋着したものである

2. 床及屋根プロックは寸法種々あり可成大き君主ス

パンにも態用され ｱｾ る。周囲の厚みの部分に凹

mを有して組積に際して配筋や、コンクリート

注入接着の用. : i ' 便歩る事壁休プロックに会じ.

工 程

〈イ 〉先づ根伐して栗石そ拘固めるのは一般建築

と会じにして基礎「コンクロート」ぞ打つ。

此の際壁縦目地の位置に正しく鋼筋冶埋込ん

で置 えも

大阪プロツグ株式合最士 ( 阿佐総工〉

〈ロ〕基礎上面に「トロ」そ敷き壁「プロツグ」

の下の穴から「コンクリート」を充填する.

縦目地にも「コンクリーりそ揖込み上の方

一寸程越す。縦目地の戟の多い所は枠板右と営

・てて「コンクリート」を入れる。

( ハ) 2 段目も企様に「トロ」を取き横筋を入れ

て， 7̂ . K . 2 f - 垂直そ正しく積む、下横目地、縦目

地共「コンクリート」を入れる。

( エ〉会様に 3段目. : i ' 積む.

( ホ〉次に臥梁の鍛枠を施し、鎖筋を正確に「コ

ングリ- I d 打をする.

( . - ) 臥梁「コンクリ{ ト」が充分硬化した後、

2 階床版そ乗せる。中央糟手け支桂. : i ' 堅固に

立て、目地筋を入れ「コンクリート」を打つ。

〈ド) 2 階床が終ったら、 2 階壁にかかる壁

「プロック」積方は、 1階と企様で 3 段

積んだら臥梁に掛る。

〈チ〉臥梁「コングリート」打が経ったら軒

「プロック」を積み「コ ンク リート J .:i'

充填する。

〈リ〉棟臥梁か ら軒「プロック」に屋棋「プ

ロヅク」版を乗ぜる 2 階床と企緩支桂. : i '

立て足元は横木で受ける、目地筋を入れ

「コンクリート J を充填する。

( ヌ〉壁「プ官ツク」凹認は塞放を「モルタ

J レJ t L て塞，+ 0  

('L- ) 以上で「プロック」工事を終る。仕上

遺作ば一般「コンクリート」遣と会様に

施工する。
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シルバ一八ウスiニ就いて

岡 田 昇

人生の文化生活に必須の三大要素たる衣、食の

問題同既に充足せられており敗毅後の日本人とし

て此駐大いに感謝すべきととでしょう。然るに佳

宅問題に至つては、何時になったら解決するとと

か強想すら出来ない管獄にるり之が充足と補党と

改善にほ朝野協力非常な努力が梯われてお P ます

が、日本のよう，な費源の乏しい上に財力の貧弱な

閣では、とれが充足は難中の難事とも云うべく管

に之が成否は国家の動芭にかかわる重大事と云っ

ても過言でないでしょう。

従来の日本家屋は古来我が園が比践的に木材資

源じ恵まれし関係上、主材を木材とし業の工法を

東洋の建築纂術に範い、日本衣服と其の生活様式

とが完全に結びつき之に住み馴れた吾等は昼の上

に坐臥常住の習慣が遂に天性ともなり日本家屋に

劃する執着の強烈なものぞ体得しております. 謂

ゆる清楚な佐み心地よい木の香新しい家にぽ強い

魅惑な感じて真に棄て難いものがあ P ます。然れ

ども人口の調節迄安行ぜられんとする今日では英

の木材資源も限度に建ぜんとし、喜子むと好まぎる

とによら今今や建築界の大改革を要請せらるべき

機運に到達しております。更に佐宅の虞の目的か

ら考察すれば奮来の日本家屋は住宅としての毘債

のたいものとも云え ましょう。

建築が事術的であるべきととは勿論ですが貴重

主主人命と、財産. : > i ' 保護すぺき個人の聖域でi t > らね

ばたりまぜん。即ち其の用の充足完壁こそ買の文

化生活をと管むに安全なる家と云うべきでしょう.

日本家屋の工法が萎術的観念にのみ偏し? とる結果

は其の防災住ゼロとも云うぺく毘の住宅としての

債値室厳にして、常に、火災と、地震の恐怖感の

中に貴重の生命と財産をさらして常佳せねばなら

ぬ事は鞍字以上の悲惨事とも云えませれ

火事と地震では世界ーとも云われる日本では如

何に執着の短いものとは云え、焼けても焼けても
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焼ける家. : > i ' 建てる事にはもう終止符を打つべき時

でしょう。然るに経情的に止むを得さ' る とは云え

防災性ゼロ危険極わまりなきバラック式木造家屋

そ以て今宵復興建設をやっておられるのを散見す

るほ毘に邦家のお憂慮、に堪えません。故じ向後の

建築は業の府の7 e 足完壁. : > i ' 第一義とし活動的被臓

に依る生活様式に適したる構造を主眼とし之に近

代日本的の套術味を加えたみものの工作を必要と

し更に之そ経済的に消化し得る様設計すべきもの

と考えております.

ヲたに重要なる貼は資源の皇官なるものに主材を

求めねばならぬとと、其の主材の防災的債値ある

もの? とるとと、加工の簡易なるとと等は云う迄も

なきことでしょう.

近来プロック建築、其他耐火性建物が盛んに研

究賓施されつつあるは誠に慶ぱしきことにて、 「

シルパーハクス J ｾ［ｴ資材工法共に米人の盛明にて

最近米園、業他の園では盛んに此の種の建物が利

用されており、吾が日本にて もG ・H ・Q ・の推奨

に依 b之が普及十て乗 P 出し? と様之衣第です。

拳に資材も豊宮に給せられ、主材 3 5 はアルグ

ラツド鋲叉は修生アルミt : も云い、其の性能幾多

の特徴を有し耐震、防火建築の重要なる一翼をな

すものと信じております。然れども之が設計並に

工作は日本では未経験なるため理想的の建物とし

て重用せられることは尚今後に倹たなければなら

ぬ次第で、目下回米本祉を主体とし各地の代理庖

でも之が研究. : > i ' 重ねております。更に此のアルグ

ラツド銀ぽ織筋、プロック、其他の優良費材と混

用按配すれば賓用的にも重要術的にも更に亦経済的

ともなる侵害建築が出来上るのではないかと考え

ております。これは熱心なる技術家諸賢に御研究

を御願いしたいと思びます.

〈筆者・日米金属建物株式合軍士阪紳代理底〉



敗戦後物資欠乏の尽到底不燃性の建築に手の出

なかった時、戦災復興院徳裁の阿部美樹志博士が

G ・H ・Q ・のクラース大佐の策調J . i ' 得℃、 昭 和

22年高輸に東京都のアパート 2左京在立案し質現さ

れたととは、同博士の不燃耐火の住宅に聖母する信

念の一部であり、先見の明ある政治家の態度であ

ったと云わねばならぬ。

この時分から今の建設省内に指導課が出来℃専

ら不燃建築を指導斡旋される様になれ今日の各

地に於けるアパート建築の盛況在来したのである

との不燃住宅の機運を更に助長したものに各種プ

ロック構造が立案され、着 k 貧行商に移って来た

ので、この誘濯には建設省の住宅連築課が随分骨

密折られた様である.

モのプロツグ建築の形式には大体23、4 t立の優

類があるが目下園庫繍助J . i ' 以て建てる地方公共闘

休砲工の種類としては13種を認定さ柊てい乙.

コンクリートプロックが認められたと云うのは

敗職後の物費不足から簡易な方法を考 えねばなら

たかったからで、強度一貼張から云えば、織筋コ

ンクリート構造が良いのは勿論であるがノj 、住宅や

2 、3 階建の程度のもの迄との方法ぞ採用せねば

たらぬとまうことは経費上からも工期の ーとからも

想〈主張 L得ないのではあるまいか。

プロック鱗遣をその施工方針から大別すると、

組積式と一体式携遁並組立式との 3

つtIi : であろう.

耐力性の性能から分意賀すれば張壁

式と耐力壁式となるのであるが、 '何

tl も不燃と云う貼を強調し、安くす

ると云う貼ぞ重用する あま り、 構造

強度的には研究 と梢々手薄感がない

で もない。

即ちラーメンの構造を的確に表現

すると云う語には参らぬ棲である.

徳 群 式 プ ロ ツ ク 構 つ
、
.

'

L

Y

 

て

よE 二

; J8.  

桐 生政 夫

その中で徳砕式はこの構造を計算湿り施工出来

るという所に異色が あって 構造専問家から見τ 十

分信頼のおける様式であろう。

徳群式プロックと云ってい本営はカーテン・

ウ 才 一 1[.. : 式債務コンクリート 構造であって、プロ

ック組積を構造主体としていないことである.

唯カーテン? とる可き中昼煉互の代り にプロヅグ

J . i ' 積み1 3 . - : : : ) とれを型枠代りに利用すると云う巧妙

な手口を採用している所が特徴である.

プロックと云う言葉自体に囚われて、霊祭者は

徳群玉突プロックと云っているが、これは徳群式鍵

筋コンクリート迭と云ってよい。

1 、岡商によって も見ら れる遁 t>， L 型を使用

しているが、とれそ 1 階分だけ積上けてから

桂、梁にコンクリート打の時に桂をも流し込

むという方法を取っているから 汚等法主体は一

体になるという臨。

2 、次に L 型' .. 一つの型であって異形を使って

いといから積む職工としては能率がよい韓で

ある。且っとの大きさが片手にもつに都合が

よい様な重さにしである思 ｾ ｯ

3 、設業者の意向はプログク製作は現場です- 3

そうであるから、進蹴という結から見て破損

の少いととはう なづ かれる.

工場製作品役以て組立する様なものはあの重

古:-/ :正直品 東京事寄宿
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量物をトラックにせよ、織遣に

せよ 積卸手聞を考えれば地域的

には必歩しも一般的とは云えな

事証協 t ヰ土"-"

コン?・) - .1 Ｗｾ ロッ Ｗ 税主 Ｎ ァ説胡凶

h、。

4 、窓台や帽窓の南側は園面の様

にコンクリー 'ト; a 充填するから

十分強度は保てる。

5 、内部の木製長押や片蓋桂; a 取

付ける篤には 2 分ぶ - J レトを目

地の中に入れて積上ゆる貼が特

徴で従って煉瓦積と同じ〈竪目

地、横目地の定規は十分にしな

〈てはなるまい。

6 、 コンク リー ト打放しの鐙仕上

したものよりも外部は石積の様

になるから塗 らなくともよいし

中空であるから雨が内部迄侵透

ずる様なおそれ もない詩である

7 、周面にはないが、との L 型と

等遜 L 型との組合ぜによって 2

電壁にする事が出来、内部の中

空部に才カ・クズな ￨ｾｾ と充填すれ

ば温度の遮断が出来、冷蔵庫な

どには遁営と考えられる。

8 、ラーメン計算上、桂、間桂の

大きさがプロックによって限定

され、又桂の主筋の大きさが 6

分筋以上は間隔上不通営でaうる

から、 4 階、 5 階という謹には

いけないので、 3 階建でスパン

の憂さは15尺か、 18尺伎が限度

であると思う。併し元々プロッ

ク，情遣という ものが大きなぜ J レ

ディングを目的とするものでな

〈ノj 、住宅、 IJ 、庖舗を 目的とする

以上、とれて十分であろう。

9 、一番肝心の賠である工費のと

とだが、地盤その他の関係もあ

って一様に行かぬであろうが、

普通の地盤で杭打を必要とし友

い所では掘体工事だけで1万3，

4 千円で出来ると云っている。
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仕上工事は仕様知何で何とでもなるであろう

が、普通のコンクリ{ トアパートの仕上程度

では合計して、 2万6、7 千円で出来る可能性

はある。勿論水道、排水、電気をも含める。

10、徳群式プロ Y ク遣も建設省住宅局長の認定

された13種額に含まれているから、国庫補助

の公共圏休簡易住宅建築では、何れかの府蘇

で指定されるかもしれ友いが、 7象算内で工事

を引受けるとすれば大休2万6千円前後でやれ

る自信がなくては企業的ではない韓で、との

貼徳鮮の様えに施工力そもっている業者である

ということが強味でもある。

多くのプロック建築設案者の中には施工はそ

の協力舎祉にー任している所も あるが、これ

は地震その他の危険があった場合、責任の所

在が明瞭てない韓で護明品のパテントの寅買

というのとは一寸臭っている。との貼建設省

は r ぅ考えていられるであろうか。

11、住宅金融公庫の目標そされる乙種防火地区

の簡易耐火建築というのはプロ ッ ク式と指定

されたから、屋根もコンクリートとする場合

2万5千円で出来ねばならぬ諜でるるが、この

貼徳群は自信があるのであろう. なぜならば

東京都や榊奈川県高の展示曾に出品して大いに

簡易耐火建築ぞや P 度〈思っている様だから

12、徳群式プロ Y ク構遁にも欠離はある. 即ち

コンクリート充撲の際、仮枠の時の様にパ 4

プ ｖｾ ターで震動ｾ奥えるというととは出来

主主い賠である。

併しとれは上からヅキ棒で突くという従来の

方法もあるととであるから大した事ではない

13、施工上の色々の欠賄もあるかもしれないが

何れ も根本的な欠陥ではない様だから、這々

訂正考案されて、完全なものじたるであろう

し、叉互に指導して一歩でも牛歩でも前進す

る様にするととは大切な事でるると思う.

以上で大体徳i祥三t プロック構造の説明は出来た

と思うが. 元来i J 旬、住宅、小庖舗を目的としてい

るから、大きなスパンや天井高を必要とする様な

ものには適しているとは思えないが、速くて、安

くて r んな卒面にでも適しており、現下の日本に

於いて不燃の住宅庖舗ｾ作るとせば遁営なものの

ーっとして推すことが出来る.

C筆者・東京都建築局工事保第一係長〉

ー一基 礎 杭

ベ テ ス タ ル 基 礎 杭

太 洋 組 株 式 曾 紅

大阪市北区絹笠町堂ピノレ 3 階

電際堀J [ [ @  1  820.  9 5 1容

建 築 窮 員

耳切WAi ・WI m姻" / dl / / / . I / A

日 本 建 築 協 曾 御 用 命

ユ= パース窮莫工義社

森 庄 衣 郎

大 阪 市 南 区 笠 屋 町 四 番 地

官E脂 南 ③ 0 2 4 0 呑
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建築法規は目が廻る程次から次にl ! t 関されている。酒築行政情報は 1: 1Dめ まぐるしい時代にニュー見、資料、解説、 .

J 法殺 FEj谷圭提供する役員を果すもあである。 建築鮫制施行よ D 参考 Uてなれば幸誌である。

エユース

( A) 都市建築物の不燃化について

去る 4 月30 日旅議院において江崎氏m氏 外29名によっ

て都市建築物@ 不燃化の促進に隠する決接案が従業せら

れた D

決際主震の内容は次@主日 1きも c である D

都市建築物の不燃化の促進に閉する決議

わが細は、年々火災1D1とめば く大な2富を喪失している

が、そ れは 、わが 倒¢建築物がほとんど木造であって、

火災に対して金〈耐抗力を有しないととに起因するロ

特に都市においては、都市計画。実施、消防力の強化

とともに建築物。不燃化を閲らねば、火災による損害。

防止は期し待 b れなし 。

過去 ＳＰ 竿法令に基いて都市 ｉｄｾ 築物。不燃化に努めて

* たが、籾市建築物の不燃化は単なる法令。施行。みで

践に ｉｾ 般である ｄ

幸いわが』民総務カも漸次回復し 、不燃建築に裂する建

築資材の入手雛も漸〈緩和されたので 、念速に君事市の不

燃化に努力すベ垂時期に到着したもむと信ずる。

そのため、今回建築基準法を制定して近代的不燃都市

の建設を企閤 L てい るが、 とれら2去令 I D!監督官と拘ま って

政府は速かに具体的措置を決定し、とれが賞施するとと

をｾ＼要望ナる。

記

1、都市@ 不燃化を促起するため‘ 防火地域内に建鮫す

る不燃建築物に釘し闘庫補助金の交付及び建俊資金の

敵遇。金をひら〈とと D

2、車011 ' 行。火災危険地区において、 rer 存建築物。防火改

修事業を実施し、とれに対し脳陣補助金を交付ナると

と。

3、新たに建設ずる官会衛星与は原則と L て不燃構造とす
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る こと 0  

4、防火地域内に IJ 、宅地@ 利用を合理化ナるため適切な

法的措置を構ずるとと 。

以上c 如! き提案がなされ、異議な〈可決なったのであ

る。

t . 1D提案からするに第 1駄については、今園舎に建築

基準法を提出し可決にな' ! 1 6 ヶ月後においては建築基準

法による新たな建築行政が行kまれんとしているのである

が、との法@ 中には特に章を設けて防火地域を設定し、

その地域内 c 建築物はナベて不燃性建築たることを厳重

に規定しているのであるが、か L る規定は悩家百年@ 大

析。? とめまととに喜ぶべきととであるが幽民@ 経済力は

ζ C規定を完全に. 施し得る に致っていな旬、ので 、 と @

際燃えない都市建徴。大目的貫徹0 1 ; とめ、政府において

特に耐火建築物の建築費に封して図J i ] l : 穏助金の交付及び

重要{築資金¢商止策等積極的な針策を樹立して不燃都市建設

を促進しなければな b 1.ょいととを漣ベ、第 2 駐において

は防火地域内における既存定築物を耐火的又は防火的に

改造する始。訟を大規模に賞施するととによって都市@ 不

俗化を促主主しようとするものである。

事事 3 駄については近来官公署@ 火災は特に目立って多

く青森、埼玉、佐賀、長野毒事の諸地方 K 於けるが主日書 生

々しい事実がある D 過 去 4 ヶ年間の官公際火災@ 損筈I i

延べ l UJi : f i j i 1D多きに上 P 、25億向。損害と去はれてお P

とれグ図民に奥へる直接、間接、有形無形の彫響は多大

である ので、少〈尖官公胞は耐火構造にすべ宮であるロ

又第 4 駄については、書官市の宅地は細分化せられてい

て] 鍍30坪以下が3 5 %に及んでいる o とC ような現倹で

は根芸品規様。耐火構港建築物を建設するに多大な支障と

なっている D 従つで ζ れら建設愈地造成について現在あ

る炭t去の規定。かでは不充分であるので、と 0 目的達成

。ため宅地所角に脇ナる特別c 法 制 を つ ( 11. 共同建築



を容易にするととが必要である。という考え方であると

恩われる D

現在我が函に於ける差損色経済の復興並に都市復興獄態

tJ> b 考えるとき都市の健全なるき量逮延いては鼠家C 隆 盛

0 1とめi l K当をえた提案であったも のである。

との提案に対し‘ さ長時金谷健銀大臣は特に宣聖書を求め

提案。趣旨に対して政府も同感であり、十分研究して趣

旨と滑うぺ〈努力する旨波宮・があった。

其後建設省においては、耐火定築物助成地平普及火災危

険地区c 飼 査V亡の P だしたのである口

即ち防火直域内 0 建築物1 D: J l I : 及び絡事担増加の傾向、火

災後生の虞の度合及び乾燥期における値凡の方向主主に既

存耐火建築物C 荊IJJ 官官事考慮して、そ@都市 c 防火m: 室。を

形成する防火平野を想定し、東京書官、大阪市にあっては、

15ヶ年その他は10 ヶ年にて完成。計画を樹立する方針で

調査を開始し26年度よ F 園庫による助成金c 交付並に融

資鯵@ 策連に向いつ〉ある m欽に鑑み. 建築関係者はも

とよＡｊｾ般市民も者ｾ市不燃化促主主運動を展開すべき時期

であると思う。

( B) 汚物を放流し得る下水準の指定

について

市街地建築物法施行規則第 ＱＲ 線第 Ｑｾ に「便所、畜合

商事より排出する汚物は都道府県高知事の指定する下水準に

非 t{ れば之に放流すべか b ず」と規定されており、大阪

府に於いては昭和15年大阪府告示第 456 銃にて市街地建

築物法による下水道の指定がなされた C であるが、町，g

の変更、下水道c 完備、 1k.. び下水滋が新たに担軽張された

@ で、告示第 456 盟主を廃止して、 5 月 4 日付大阪府告示

302 鋭を以て新たに指定されたo そc 統芸容を紹介ナる次

第であるが、下水道指定地E 内C 建築物。便所は縫カ放

涜便所にされるようおナムめする D 現在衛生よの見地よ

り下水道c 指定地区を市街地建築物法施行規則第12僚第

2  "f 買によ P 、汲耳支便所新設制限区域を指定する様準備中

であるが、之が告示され. . 施され A ば公選下水連絡工

事費を大阪市負担として昭和25年度に3750戸を封象とし

て工事費 ( 1 戸益! J 6000円程度@ も 0 ) が計上されてい

る@ で、会誕生下水連絡工事費用がいらないから御承匁瀬

い? とヤ。

大 阪 府 告 示 3 0 2韓

市街地建築物法施行規則( 大正 9 年11月内務省令第37

鋭 〉 第12録音事 1 " f 頁及び汚物損害除法施行規則( 明治33年 3

月内遊省令第 5鋭 〉 第 H年。 2 によ型次@ 直域に大阪市

@ 布俊した下水道を指定し、昭和15年 4 月大阪府告示第

456 畿を駿止するロ

昭和25年 5 月4 日

知事

次@ 区域には町名並びに番地が別院されているが、紙

荷。都合よ省略する鮮車問は昭手1125年 5 月 4 日付。大阪府

公報ｾ著書照されたい。

( C) 共同建築について

商工業界C 深刻な金結 P と極度。住宅尊重を釘関する一

石二鳥をねらって住宅組合組織で共同建築を早〈から提

唱して来たが、建築基準法C 公布に伴い、定ー築協定によ

る医減も指定出来る ζ と〉な P 、叉住宅金属生金原ま告の公

布によれ位宅及ひアパートについては、融賛。対象と

な P 、共同建築に対する関心が深まって来たつが政府に於

いても ( A) I D都市建築物@ 不燃化に迷てある遡 P 、 際 合

ｉｃ 於 い て決議され、それに基いて建鮫省ｾ於いて耐火建

築物に針する助成及び敵賓が企画され昭和26年度に於い

て重量算に計上されると c 噂もあ P 、共同建築I ' r . 対する計

画が盆k 具体化されつ弘あるととは喜ばしい傾向といは

ねばならない。

共 I司建築に封ナる指導課c 提唱に携し建彼業界。積極

的な協力によ P 、軌道に乗り出した事は事貧で、最も至

難な土地所布者1k.. び借地機者。関査を心、ょ〈引受けてく

れた野村建般工業、又それ等@ 土地に建つ共同建築に対

ナる犠案を無償で作製して〈れる野村、大林、清水、竹

中、銭高 Ｐ 各業者ｾ心から感謝する次第である ｄ

共同建築へ@皇室は商工業界c 利容関係や商寅上c 面白

書事でその. 現迄には仲々。茨@ 皇室であろうが、建築業者

。絶大なる御協力を御願いする次第である。

共同建築に関する問合せは指導課へ連絡して織けば鮮・

絢を御知 bせするが、共同建築に於ける弟j鮎 は 次 の 遜 P

で b る。

ＨＱＩ 市街地に於ける前 Ｇ ｪｾ 貨な土地で高度に重量築する｀で

地f ¥' ; が分担きれるので、地f ¥' ; がJ e くなる口

( 2) 小地主か一国土也に多重量分制して所有している場合

共同建築をすれば道路に面しない土地所ゐー者も利用

出来る D

くわ分割された土地だと小規模な建突しか出来ないが

共同で宇ると大規模な耐火建築物が建て b れる。

く4) 共同建築に於いて住宅叉はアパートを併用する揚

合は、住宅金問j，金庫よ P 融資が受けられる。

( 5) 耐火建築物だと、耐火建築物に封する助成金又は

融資が出来る様になれば、そ@ 封slt となるロ

( 6) 中小企業者ーに対する見返資金よリ、それぞれ資金

を借り られる。

¥. . 7 ) 火災保険料が安い。
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池 田 賓 氏

を 4哩 Ｎｳｾ＠

今は昔。宮署 P真正であるが高等官ニ停従四位蜘五毒事と云

へば官界でもそんなにたやす〈傍られる地位ではなかっ

た。池田さんは疹を軍基へ直ちに大阪府に赴任勅任官とな

られたのは終に立滋な官僚人としてc 坊を金され定めし

御前足。裡に僻占うられた事と想像される。叉氏が主主遡建

築行政に重量された業績も著名なものであった D 更に設が

建築協舎に残された寝室々の御坊績は践に絶大なも@ があ

る口何れにしても建築界に勝又袋が協曾vt:1fI; 彩を放たれ

た有名人であったo 4 月，25 日。葬儀は突然で周知不能。

たb 不参の方も多かった様である。斯綾の関係から竹腰

曾長外有志が、越えて 5 月23 日間家で30 日祭が取 P 行わ

れる 0 を機舎に参奔芳々集合、中海誠一郎君司合。下 に

古文人を偲、ぷ舎を催した。当日は一同: : E . 串& 捧If 量産前記念

撮影後、夫 J 奇想尚を跨 n故人が鳥J t co特技があったC で

量産前碁舎をも催し聯か1 i を慰め、最後に重量中一良君、言書

幽瞬間川 D 一節を侠書長。ため路ひ散命し? と。主主に当日物

際世@ 大要と不参c 方から@ 短信を BsL: 故人生前の盆に

酬ゆる一端とし? と。因に当日。出席者は、岩元熊雄、置

温輩、岡本茂樹、竹腰健造、竹中最一、中海統一郎、佐

久間逸郎、渡部圭脊氏. 青木亥一氏は代段出席 、大和策

街、戸川弘等であった。

池田達雄氏

父coi j i ! i 先は積島の向、君主く板倉穫の嘗家であったらし

〈今伶福島公聞に其碑が現存している。死因は本年 4 月

18日夜、便所で値い貧血を起 L た @に端 を獲 し23 日永朕

しましたが、其直前何j)>官いたそ うに見えたので白紙と

鉱を持たせると斯様な蓄をなも C を書きました。剣綬出来

る所を拾ってみると妹婿c 紳官に祭を頼むと云う事がわ

かったc で紳式で葬儀を行った。 く英他は見せて頂いた

が統めなかった。〉元来私方は書評土宗で責奇襲宗管長星野

直翁 i潜@ 昭徳院殿信遺貨然大居士@ 緑名を生前から用意

しであったとて夫を示された。伶いつ も問題にな ってい

た池閉 さんの頭髪は一度も染められなかったそうである

口〉
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置 塩 意

池田君とは三つ遣いで木 纏

舎延長の舎を催し共によ〈飲

んだ事を舞えている。大正。

一寸前頃か、ｾ塚 で舎 Ｎ Ｒ 円

&0銭で S も呼んで呑占うや唱え

であった。市街地物法が出来

て30年、池田君は最初c 建 築

監督官としてよ〈兵庫県議にも

講演に来てj 買った。叉否 k C O

方でいろんな規則を作る時な

ど弘、よく歓を乞い添制して貰ったも c だ。そんな関係

で個人的にも比較的接ナる総合も多かうたが晩年は土舎

でたまに遭う位であった。績に惜しむべき人であ P 、又

淋しさを感ずる。

竹腰健澄

江 C 子島時代許可の事 で 時 h 伺ったが、防鼠規則I Ht:悩

まされた事を舞えている。挙時は= ワイ人と思った… 笑

ｾＮＮ ・ 夫から協曾で怒意に世ｊＺ ＱＱ そんな人でない事が剣った

が・・・… 防空@時などなかなかやったね。

中濠践一郎

自分は建築物法が出来た頃摩校を卒へ大阪に赴任す' る

約束をした口実は事校時代から協合。舎員で差是時関西建

築協舎の合箆を見て池聞きんを知っていた D それは池固

さんに実携を敬えて貧うと去う様な意味もあった。当時

竹中景ー君など先輩 R I'Il COおし方から脅ったねロアノ、…

百宮家池閉さんco' f 宣下で致年泡したが、英頃驚いた C は池

固さんはモー= ングで出動だ。夏もモー= シグで; l IH，れ

? と。芸品時夏物モー= ングなど課長位では容易 vt : 持たなか

った。其後夏は自の背E貨となったが. 之は有吉 知 事C 白i

級｀櫛酒たる書ｾ［ｩＩｻ粛に入ったらしく、それからはいつも

キレイな白般にタテカラーと去う風彩であった。磯信ｾ i  

都人」を大正12年頃から出版されてい企が、年を星と L

放を光として他。主主従を許さぬ一種濁得。性;怖を表象さ

れていた。自分。披を秋桜叉は量産援と称し、都1 f l ! J案 批 舛

共他縦横 ｃ 自信 告 を都人を通じてｾ表された ｯ 文字ＨＰ Ｑ 吟味

は殊更厳格でおったが夫は種 k 研究された結果であ ろ う

易筆、俳句、重量率、晩年は生長c 家等も研究されていた

叉連珠、国審等にも趣味深かった。何といってま大宮な

功績は建築行政C 草分けとしてであって然も其トップを

大阪に切 P大阪に終始されたととは大阪としては脅し曹

因縁である。

岡本茂樹

皐校を凶て役所。仕事は何にも剣らぬ時、印。押し方

から指導を受けた口机@ 凹白、服装 col t : それは減に凡綬



商だった。僕が結婚した時、すぐ子供の感空貨に因る様に

なるから今から少しでも子供。震に貯蓄せよと注意され

た事をよ〈記憶している o 全く其@ 湿 P だったよロ碁も

好きで相当打たれたが比C 方は軍事憾の方が多かった様だ

竹中景ー

大 正 6 年から13年退官される迄壁土えを受けた。常K 書

類。検問は書類。大項、型式、内容と順に悠ピて腕ぺよ

と あ れ 型 式 と 仮 名 遣 い は や か ま し か っ たo 又非常な凡

桜荷な方だったが印。おし方は尤もやかましかったD 自

分。印を￬ｩＮ直すぐおさぬのは心｀曲った。 も同じだ 、 ｾｮ

は正確におすも rD' tざと、おしえら れたo 三大節には必ず

大量豊服を売まされ病中でも三大節( ! ( は参列されてい? と D 倉

時大量豊級は知事と池間さん｀二人丈だった。一つ ｲｄ ｾ 寺 ｐ

でもあった書賢官ロ兎も明大事を尚てからすぐ60何ケ線。

取締規則を作成さ れた; ! 1 J 績は大きいも c であった。大漫

な愛煙家で対座中や舎援などに金ロェャー ジツプなど 3

、4 rD種類を次からヨたに取出し、さ も織 しそうに吹かし

ていちれたのが限に残っている。

薮中一夏

明治42年は大阪北c 大火、 43. f F は南の大火があ P 、其

頃自分毒事は中司 ｾＳ 年頃だったと思うが其 ｃ 前か ｢ 大阪に

も取締規貝1) が出来ていたのに腹案となってたそうだが此

c 大火で42竿に蛮令されたと聞いている口こんな事か;

池間さんも穴阪に着任されてから色k 鐙された事と考え

る。英後六村君時代かち土法案を作成 L た時も池閏さん

に廃設されるeff が多かった。協合釘年院念、北陸波行。

時一所にな P 松島。ホテルで宿帳犯人C 時65オと知った

当時人生之からだよと云われた務を使えているD 其後京

都の或る舎合で、池図さんc 前 @ ポ Jl. シがはずれている

と問行。中西君が焦にする C でそれとな〈注意すると、

イヤ之はワザとしているよ。年をとると君、小便が近{

てね・・・・・・など想出の一つである。

岩元熊雄

昭和8、9年頃建材協舎が生れたが、般昔十事務所であ P

ながら材料に興味を持たれ、三位一体舗を掲げられたの

は吾々の尤も愉快に感じた事であったo 主主後武問さん、

大井さん@ 後を受けて協合長となるれ験時中閉鎖する迄

少からぬ御重量カに預かったお蔭で建材商も大いに意を強

くするを得、井寺Ｊｾ主炭｀域に主主んでいる事者と厚〈感謝ナ

る次第である。

佐久簡逸治

役所持* に遅刻ナる者と 30分早〈採る人とをひそかに

ノートし、早〈来る人は遁i 1J列車の都合でやむをえず早

〈来るのだとわかっていても、ともかく早いというとと

に対して特に表質せ; れたというととをきいたが、とれ

はよ司として@ あた? とかい心遣ひC おらわれと思って大

後感心したのである D かな遣いや淡字。使い方は特にや

かましかうた口銭 P あれば其君主由を解き示され後殺を壁土

えられていた。若い頃か; 卒直露骨屋であったか; 感情

を筈された人も多か った事と考えるれる。晩年はさす が

に老熟され俳句で皮肉られていた D

却号幸ひ軽着陸に放る忍目かな !r.占軽

石田信夫

まだ役所におられた頃と思うが、就後前0 食物はよく

ないと去われる@ が普湿P 'tJ' 、池間君は獲る直前喰べる

のが身につ〈と云う王豆腐で就寝前ウド ンを喰ベる@ だ主

云い出していた事を想凶している。

松: <$: 儀八

随分前からのお知 '! l 合いだったが、と P わけ我が日本

建築協合東北銀行。折、童生日間ではあったがホントーに

q昼食を共にした印象が今宵記憶に新なも C がある。宿に

着けば先生濁得。例 r D . 演で一行を慰められー問は次@

晩を待ちかねると云つ? と工合で突に肥念銀行C 犯念講演

であった。

大和第衛

大 J E12年12月莱目、先輩。関村兄く府管繕際属、協舎事

務鳴舵〉にｾわれて司書江 ｊ 子島府臆川沿い｀建築際で初

翁 冒 し て か ; 20有年。間公私敬穏と交憶を願つ? と o 当 時

協舎は片岡先生が舎頭で池間さんが理事長であった。な

かなか六っかし〈て然も辛練だったから、 y ヲ理事長が

旅? と、今日は理事舎だと去う時は職員ー同何をま圭われる

かとそれはそれはピグピグもの? さった白書事し一面ー同緊

張し、当時非常( ! ( ' d / ' レ無味であった事務局0 刷新( ! ( 効果

があ P 、自分も大事豊金する所があったと今では感謝 L て

いる。何とま去っても協合。たb にほとても熱心で常に新

君主意見を澄表され叉着々貧行された恩人である。就中片

岡合長渡欧不在中、大問ピ1レから現在の朝日ピ t に 移 "

と同時に建築クラプを鮫寸: . ( 片岡合長節綿後池田は月

足らず@ 予を産んだとE平されるな E があったが〉、鎖ν、

て合長を促してあ 0 綜合陳列揚を開絞らか15周年記念事

業を起しＡＧＯｾツタセン Ｙ ー懸賞募集、大美野、上芝瑞光

寺、緑丘等の住宅犬博覧曾開催、束郡見穆t長行を企て始

めて建築皐舎と実質上密接r Di ( 交を結び、あ@ 工業クラ

プc 東西大想、親舎が関かれたなど、会{ 地図さんに非ぎ

れぼ到底実現されなかった大事業で協合歴史に特筆大書

して残された偉業である白後、官を鮮し宮島町位亥ピルで

事務所開設されたが、雑誌「都人」も同事毒事所内 lllJ 愛 に

あ P 、之に多 <r D美人事務員を昔日されなかなか望書であっ

たo 想えぽあ 0 頃が一容先生得意。時代でな》ゆたかと

考えるロ職後よ〈靭目ピルに事長られ、あの愛煙家の池図

さんが火鉢c 煙草を自らかき集めキレイに猿除されつつ

君、電車の中で弁当とられたよ。から始まってよ〈時局

を総 ，じたり、協命。将来を跨 P 合った! l t た惑が昨日。

様に想はれ眼前k . 紡事事としている。

gpJ j & 集い跨るや君が面影
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日本建築協舎和歌山支部結成記

昭和 23年 5 月4 日和司王山舎務委員曾が設置されてから

2年、其問幹事委員一向只管支部鍛立の準備を証言めてい

たが各位不断の努力ｾしからず途に其目的を主主し、曾員

増加ｾ他の僚件が支部設 ｦｴ の機運に主主捗し＿とので本年四

月f十六日支部設立売忽人舎を車車掌築君事・長室で澗催、奥村

添民N- 外 8 名凶席慌に本害事官' [1 件書類を具備重量産し、築

後三7鮫惣備を揮監へ下宮BO- 湿り r. F120日を期し溌曾式暴行

したのである o 此虎に軍事j局略記後目。著書考に供したい。

? 吉田の含湯は市内商工合議所 3 階大自聖堂を充て、本部

からの伸びる署長距悪質設計入選問案 79.地震ポ 7. ! J . ー設に和

験山勝、布、計画。住宅画案理事凡50余駐を特設のヲグリー

ン15個に展示、式場、受付、毒事遺協な〈開舎を待った。

所が折慈し< 1 吉田は10時頃から特報が !:Hると云う強風雨

となり、靭からつめかけた委員畏外各委員をがっかりさ

せた白開合時間遺る頃は尤も烈しく窓打つ雨の香物すど

〈、表看板も吹き飛ばされ市内ポールは倒れ、電車不通

Ｗｾ 皇室、電策ストッフ・となり一向菱電厚感に包主れ、ＭＮｺでは

委員丈の音量tt 式か正悲観していたが熟むな合員各位は此

強爾を胃して除々に集り、本部主主市関係の* 貧罪者会の来

場も得、凡40名となったので一向黙眉を問書定刻ょ1 ) 40 

分遮れてー附設けの席につ〈や、寺悶健次氏司令。下に

開令、音量起人代表奥村吟氏挨拶と別項経過報告あ P 座長

代栗林ー男君推されて着席、支部規程i - 審勝決定、役員

選患に移 ｐ 中際事ｾＭＮＮ軍基本芳一、松下君事一、安松キ平成、

布袋綱維の 5 氏詮衡委員とな1 ) ，811:; 買の遜 P 奥村支部長外

詮衡した後墜畏より披露拍手決定したので座長を奥村支

部畏と交代 ｌ たロ奥村支部長 Ｑ ま 総 ￬ｾ 報告 ｖ てある遁型合勢

委員合事者端舎の集習が淡輪で雨突、 7 月和田貴山委ー員合軍量

舎の時が叉雨、去る軍基起人舎億四は表に飛び出す位。地

震があ P 、本目叉r . i 風雨と去ろ受熊c 中を突破して* 1ヒ

之からも支部資展 Vては種々の健闘に遭遇すると思うが、

各位と共に向 t 育成に量産したい皆の挨拶と抱負を惑ぺ.

援事遂行音量算審議に移 P 別項c 逼 P 践告たしたo 主主に於て

議事を終了 L たので駿長は議事豊島袋名者今著者音像、加山

書留一君を指名依頼、した。

次 bて竹腰合長は各地C 支部が重生理系乃至は大都市をバッ

グにして 200 乃至 500 名の舎員を容している@ に当和歌

山支部が 1 際で然も南海c 一端にあって 120 余名の合貨

を獲得され，主主にめでた〈支部結成きれ? と各位の努力と

其熱意に敬意を表すると共に同慶の釜 P であ型、今後。

育成事 ｬｾ を望んで止まＧｴＺｬ ｯ 先雪弱者終妥足から天候に￬ＧＡれず

云々とあったが、災害の起る毎に建築家。任務はあらゆ

る荷を遜じて多端であ曹、叉務Ｎｾを星空するから一面から

見て之は禽支部0 将来の活寝室量炭を物館るものと自分は
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育専務している口復興途上に直面し本舎。なナベき車業は

山積している、各位は盆k 一致協力相互の向上軍基展を計

ると共に盆々斯界。ため重量され、本合所期。目的主主成に

重量されん事を祈る旨を述べ祝詞と挨拶があった白

次に下犯の泡1 J * 賓の祝飼があった。和歌山市復興苦事

長山本成一氏は笛市に今回強力な日本建築m合支部設置

された事は餓に欣快に耐えない、軍! - - ' < 市復興に機る者と

して期待ナる所が益だ大である 6 希ば充分其機能を後律

されて各方面から協力されん事を望んで止ま' t : l o 叉夫h

ヱキスパートを包容せられている事故有盆な講演講習其

他者暫業を前線に逐行され和歌山市民ｃｚＩＧ￣Ｇｾに努められ＿と

L、。

私・関市消防長は建築基準法が褒布されると消防と建築

1' 1 密接な関係が盆々深くなる。此H遣に日本建築協合支部

結成され有力な方がメンバーとなられ心強〈感ずる。今

後一層吾k 共協力、消防に復興に都市健全化に君主されん

理解を望む、将来鎗支部のJ l 展を祈る。

本部理事測首里震弓氏は釈の回目と庁築について古事犯や

其他文献から紀- 測が普から建築にゆかり のある荷白い磁

を氏一滅。明快な然で其i m. 害容を物p:!i られ奥深かった。

本・都中野順次郎氏は令書安委員般歳省時 0:; 通事として鐙

カされた鯛係で特にリ席、一隻C 紛が艇長以下船員の一

致協力で家族的に建命を共にして銃の如き事隠しい大海原

も亦一天かき〈もる大しげも目的のために努力する。本

支毒事もよき剣長として奥村氏を航海畏K 栗林、島村氏を

配され遜* 直後の新般にノ、ツラヲたる 120 余名の乗組員

を以て洋々? とる希望の航海 IT 7. ! J . ートを切られた事を舘

初から関係者の 1 人‘ として悦びに耐へ沿いo どうか本舎

が志す目的。彼岸に到建されん事をr l ! む。

聖子中駒市民電車は 1 1占から或る点へ人を運ぶのが商寅

であるが、自分署員を南海電織に窓口ていた関係上、大阪

と和歌山を結ぶ役割として、舎跨委員当時英仲立をした

が、今日此貨に其貨を結ぼれ御同E警に耐えないo 只恨む

ら〈は省時の委員長であった木村さんが故人となられて

いるのが残念である。同氏が生存されていたらどんなに

喜ばれる療であろうかと感慨無量なものがある。本目。

悪天候胃して此席に蓮らなったの は 2 人分の御況を遺ぺ

今後の強固な後展を続けられん事を望むためであったロ

以上祝詞終って奥村支部長閑合。挨拶と列席者感謝の

意を表し、ー阿茶菓を喫し展示図表見耳匹敵霊長、時K 風雨

も普ｾＡｊ天も支部結成を悦ぶが如〈胤の助 ［ ｃｚＩ静かな複に三

身玄々に盟主曾した。

5 時から地下食堂に有志20余名参集、竹腰曾長、奥村

文部長中心に食卓を共U亡して必、ぽかしの祝賀晩餐合開催

した ｯ 自己紹介後奥村文部長は、今日此結成にｾＡｊたる

は合長以下本部指導によるは勿鈴なるが特K 大 和 常 務 理



事が、絶えず君主々をプヅジユ督即された其熱意の結果で

厚〈感謝する旨の挨拶があ P 、大和理事之に答えて支部

長以下特に i島村劃j 支部長。献身的援助の賜で比悦びを共

にする事が出来た感謝と統; 叡を表 し曾の近獄、今後の指

型車悠力方を乞い、次で竹腰合長、中野、瀬湖、野中氏実

々意見の音量表将衆o 方針など座談 h l ) 、和歌山側、又交

希々富u置見開陳、終って大和、布袋、舎畏順に祝びの 務

幽あl ) . 前主主税稲のため一同杯げて乾蚕あり和策あ いあ

い穫にめで皮澄曾式の幕を間ヒた口

畿を郷くに官官 P 賞日悪天を胃して参加せられた合員各

位主主に一時電車不遜の中をも盟主はず万灘I ! ' l し本部よ暫列

席された合長以下各位た浦膨の謝意を表します。

支部役員

在交賢官己者 Ｈ薮 本幹事 ｾ ￟ Ｉ

支部成 P て鰐る王宮中や風薫る

安 部 長 奥 村 降 、 l i J 支部長栗林一馬、島村佐治郎

幹 事松下春一、中原英一、布袋調書位、松岡新進

智正野正穂、前関係永、藤本久雄、重量本芳一

曾 計 幹 事 今 津 吉 象 、 回 中 関 吉

顧 問 和 歌 山 勝 知 事 小 野 良 失 、 向勝土木部長熊 本

ｾ晴、和歌山市長高恩義一、岡市復興部長

山本庚一、海浦市長

常賎民児島 ｾｦ 雷、瀬村積二、大掃武雄、鳥図疋巴

前回星昼、渡益量祭歳、祖谷俊 雄 、前ｾ芳員、

小向正維. 奥田賢減、加山崎一、中村俊一

酒本直一

( 支部規程は他支部と殆どI司僚につき略 !E近ど軍基行名

簿に掲官民〉

スチールサッシユ・ドアー

シヤヴター・オペレーター

其 他 鉄 板 加 工 一 式

建 具 金 物 ・ ポ ー 仲 ト

大阪建材工業

取締役軍士長 濡 田 女子

専 務 取 締 役 踊 ー回 七

株 式

舎 批

雄

良 ｉｾ

管 業 所 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 一

電 話 南 @ 五 O 七 容 ・ 六 四三番

本軍土大阪市阿倍野区王子町三丁目 - . 八

工 場 大 阪 市 大 正 直 泉 尾苦言溢四丁目

曾 務
( 六月分〉

理 . 曾 1  a  2 時 於 朝 日

日本事術曾議事務局申随筆士院員曾民推薦の件、和敬

山支部規程@件、近後j ! ! j等担廃校連盟展後援の件、顧問

推薦。件、職員昇給主主よ期貧奥支給@ 件、入選曾、協

議其他路報告15件車kJ a

: 京都支部役員曾 1 日4 時 於 電 気 グヲプ

松井支部長外11名、本部大和理事列席

9 月鋭編集打合、 6 月18日洛四各所見司降、基調魯法l I I t 明

令開催の件を協議決定

。ヱ事寄書貨規程委員. 3 日 於 靭 日

重E中委員外出席建設業審議舎との接話告に関ナる路間図

答案を協議 L 4 合連合委員舎に主主附 L た

; 曾軍事委員曾 9 日2 時大阪港傍聴見事曾開催、合する

者20余名、 18 日日招京都支部と共催洛西高雄、苔寺、

嵐山見事曾開催 、曾する者30余、術2 G 日午後於朝日 7

月以降見与其他を銭した

. . 気と技術部曾 15 日 於建鍛曾官官 3 階

設計事r9i所10名、電東部員18名出席両者の向上量産農に

つき懇鮫した

、事曾近畿支郡と協議会 17日 午 後 於 朝 日

建築基準法主主土法施行規制等c 件につき車合支穏と協

合側と協議した結果近畿建築法規委員舎を特設し双方

委員選出 し念速に寄究し野路に市街ずる事とし? と

編集会 3 日朝日 24 日分室にて開催 7 月以降につき協

厳した

Ｑ 近畿ｾ築法規委員会 ＲＴ 日 Ｒ 時朝日

ゑ準法及士法につき近〈発令さるべ童施行令規則絡に

τコ吉検討 した

主 言E 会 26 日 午 後 於 靭 円

理事補欠。件、職員A 奥外理事合提案事項絵前

和歌山支郵 2 日 於 市 役 所 合 議 室

役員合湖催奥村支部長七名出席

設曾式前後蕗ｾの件 、常議員詮街、顧問撲場、 Ｇ 支部語 ｅ

管と事業方針協談 f 以上〉
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醤ｾ
e  

曾員倍加について

丘と

巳コ

今春旅運動中。合員倍加に御協力下さいましたでしょ

うか? 各位は是非ー名 c 新入舎者を御紹介直買いまナ。次

披よ P は御紹介願った方と新入舎者名を掲載予定です。

特に合隆盛に協力御援助方需品皇室いたします。

. . . . ーーーーーーーーー・・ーーー・・ーーーーー・‘ ・ーーーーーーー・・ー・ ・ ーーＮｾＮＮＮＮＮ ｟ Ｎ一ーー一一一一ー 一ー 一 一一一一一一
一 一一一一一一一一一一ー一一守ーーーー・. ・- -・ーーーーーー

ｾ費と其掛込について

合費@ 御扮込みが不円滑にな P ますと多大の支障を来

L 舎 の 選 管 が 杜 絶いたします。 集 金 銃 使 制 復 活 迄何 卒 集

金 に 御 援 助 演 度 〈 請 求 書 御 一 貫 後 御 面 倒 な が ら 御 送 金 願

いまナ。お自助 ｢ 先なら周辺部でない限Ａｊｾ知 ｢ せ ｉ 頁吉次

第指定。所へ集金に伺ひます。 主計より

合主をは主主量生年間に度々改正されましたので、以前或る

刃主主完納になってい 先 方 も 値 上 げ 。 結 果 叉 其 月 迄 請 求 す

る事があ P まナから 誤解を招いている向もあります。重量

め御i f . ' i j J : 従き鰍います。

e・・・・ーー・ーーーーーーー. . . . ーー・・・ーーーー・ーーーーーー一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一 一
一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一日“ 一日目ι. ... .“ 一ーーー一ー・ーーーーー

圃集並テキスト分頒について

懸 賞 入 選 「 伸 び る 家J 間 集 は 各 方 面c 好 評 を 得 し で い

るが伶若干のストツグあに希望者には一部主主料共 218

丹 、 但 合 員 は 198 向。何品切れ中0. 際 に 役 立 つ 鋼 構 造

昔十算法は第 2 図 宅J到し? と。ー部皇室料共 145 円 に て 分 頒 中

粉々宣傍御申込みを乞う。

ーー・ーーーーーーーーーー、. 俳句ー- - - - - ーーーーーーーー一一一一一一 一一一一一一
一一一一一一一ー一一 一一一ーーーー・ーーーー- - ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー

曾員章分布

. . 切れ中C 所最近再製ーグ 50円皇室料10同にで分頒中、

見筆其他合会に必要につき御需めおき下さい。

ι F可--- ーーーー可-- - - -ーー可--- ーーーーーーーー・ーー- _- - - _. ーーーーーー' ーーーーーーーーーー・ ー. . _. . . ーーー・可--ーーー・ーーーー ーー・ーーー- .

外国詰第 2 回到着

此度米首主事事 2 因 分 到 着 致 し 朝 日 ピ ル 内 本 合 図 書 室 に 備

付 け ま し た 散 随 意 御 覧 下 さ い 。 内 容 は

アーキテクチュラル アオーラム 1949- 11- 50- 3 

= ン A I 、ラグシヨン 向 上

= : : - ，ジニアリング ー z ース レ= ード 1950- 2

50 

以 上

s Y.まP

抑トラJl:" リ1-A

甲車盟;!?jp
株式合最t大和ゴム製作所

建設請負工事

工事費内譲明細書標準書式

此 @ 度 金 風 建 鮫 撲 協 曾 外18関 係 局 都 銀 に よ 冒 上 限 @ 務

究 委 員 舎 が 結 成 さ れ 、 法 第 171 銃駿止に伴う見積内言畢書

ｯ ｊｪ足首置について下 ｾｦｬｯ 遜 ｐ の要旨に基き作成されまし

たD

上 惑 の 法 第 171 銃は去る 5 月初日法律第 190 鋭 を 以 て

I司法第11僚による官会腐の直傭努豊富者l r C 対する支扮につ

いて ｣ 一般職種別賞金 ｃ 適用を除曹、金面的 ｶ｣ｾ 止され

勝負工高野については全然同法。適用はないととにな P 、

防 法 に よ る 見 積 内 諜 舎 の 提 出 は 不 必 要 と な っ た が 、 各 .

施 官 際 Vてでは夫々の必要から工費の明細を求めらる事は

同 法 施 行 前 と 同 様 と 思 う 。 併 し 法 第 171 務理費止と共 vc再

U'. rの 「 ド Y プリ勘定 j に 戻 る 事 は 建 設 業 進 展のた め 望

しい事ではなく、従来波注者又は業者によって見積方式

表 現 要 領 等 が ま ち ま ち な 銭 双 方 に 不 都 合 が 多 か っ た 敏 絡

も i: O 被に是正出来たら幸いであると 思う 口 敢 にE主役 省

管理局営繕古都と共同主唱のもとに、官民合同の委員曾を

鮫けて研究榛準書式を作成したロ 以 上

併 問 書 式 は 一 部50門書室料10回にて、希望者以東京都中

央 区 西 入7 堀 2 丁目 16番 地 建 設 工 業 費 料 頒 布 舎 へ 申 込

まれたい D

ｾ＠ re 織災によ D 焦 土 と 化 し た 都 市 の 復 興 に 終

ー一一一一一 戦後リ年を迎えた今も倫相型軽らず木と紙

とC 木造のバラツ ? i 量が建築せられ相つぐ火災により傘

い資源が損耗されつふある現般か b 、 欧 米 @ 各 大 都 市 が

過去の歴史的獄練の中から不燃化建築を採り今日の如量

不燃化都市として貸さE しているのを見て、今後の日本の

都市建築物凶如何に主主むべ吉か又如何にあるべきかは剣

然としている。

主主に於て不燃化促皇室運動に遁滋している本曾に於ても

との問題をとり よげ 斯 界 の 各 権 威 者、 業 者 。 御 協 力 を 得

て 不 燃 化建 築 特 集 として庚〈各位 K 呼 び か け 、 火 災 園 田

* を 教 う 唯 一 @ キ ー ポ イ ン ト で あ る 、 不 燃 化 都 市 へ の 尚

喜息に向って再々一段の努力と御協力を乞う次第である。

( 編集子〉

建 築 と J吐 舎

第 3 1 輯 第 7 競

安債 1 都60悶f送料共〉

昭 和25年6月初日印刷・昭和251手7月1日 後 行

編 集 後 行 人 戸 )  1) 5.ょ

褒 行 所 主要日本建築協曾

大 阪 市 北 区 中 ノ 島3 ノ3朝 四 ピ ル

電 磁 { 土 佐 堀 @ 1836・3631呑

l北 漢 ⑧ 1334- 9 呑

並 走 替 口 座 大 阪 3 9 !i 7 5 番

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 了 目

印 刷 者 中 川 真 佐 官

大 阪 市 東 区 北 新 町 二 丁 目

印 刷 所 ア ポ ロ 印 刷 所
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